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純
粋
法
学

１　

純
粋
法
学
派

　

第
�
次
大
戦
後
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ウ
ィ
ン
大
学
の
教
授
ハ
ン
ス
・
ケ
ル
ゼ
ン
（H

ans K
elsen 1881

～1973

）、
ア
ド
ル
フ
・
メ
ル
ク
ル

（A
dolf Julius M

erkl 1890

～1970
）、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
フ
ェ
ア
ド
ロ
ス
（A

lfred V
erdross 1890

～1980

）
ら
を
中
心
と
し
て
形
成
さ

れ
た
法
学
者
の
集
団
を
ウ
ィ
ン
学
派
と
い
い
、
そ
の
学
派
の
指
導
的
役
割
を
果
た
す
の
が
ケ
ル
ゼ
ン
で
あ
る
が
、
か
れ
ら
は
法
秩
序
段
階
論
、

メ
ル
ク
ル
の
瑕
疵
考
量
（F

ehlerkalkul

）
論
、
根
本
規
範
の
仮
定
的
性
格
、
フ
ェ
ア
ド
ロ
ス
の
法
学
的
世
界
像
の
統
�
性
な
ど
に
よ
っ
て

純
粋
法
学
の
構
築
に
貢
献
し
た
。

　

ま
た
ケ
ル
ゼ
ン
の
初
期
の
学
説
に
は
友
人
で
あ
っ
た
ブ
リ
ユ
ン
大
学
の
ヴ
ァ
イ
ル
教
授F

rantisek

（F
ranz

）W
eyr

（1879

～1951

）

の
好
意
的
関
与
も
あ
っ
た
。
そ
の
他
ウ
ィ
ン
学
派
に
属
す
る
学
者
と
し
て
は
、L

eonidas P
itam

ic, F
ritz Sander, Josef L

aurenz 

K
unz, F

elix K
aufm

ann, F
ritz Schreier, Julius K

raft, E
ric V

oegelin, A
lf N

iels C
hristian R

oss, M
argit K

raft-F
uchs, C

harles 

E
isen

m
an

n
, L

eo G
ross, R

u
d

olf A
lad

ár M
étall, R

ecasén
s S

ich
es, H

an
s K

lin
gh

offer, L
u

is L
egan

z y L
acam

bra, H
elen 

Silving, H
ans M

ayer

ら
の
名
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

純
粋
法
学
は
法
の
自
律
性
（D

ie E
igengesetzlichkeit des R

echts

）
と
法
学
の
自
律
性
（D

ie E
igengesetzlichkeit des 

二
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R
echtsw

issenschaft

）
を
目
標
と
し
、
そ
の
認
識
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
規
範
主
義
的
実
証
主
義
（N

orm
ativistischer 

P
ositivism

us

）、
方
法
の
純
粋
化
の
要
請
（D

as P
ostulat der M

ethodenreinheit

）、
動
態
的
法
概
念
（D

ynam
ische 

R
echtskonzeption

）、
法
学
的
相
対
論
（Juridische R

elativitätstheorie

）、
根
本
規
範
論
（D

ie L
ehre von der G

rundnorm

）
な

ど
が
指
摘
さ
れ
る）

1
（

。

　

ケ
ル
ゼ
ン
は
み
ず
か
ら
の
学
問
体
系
を
純
粋
法
学
と
よ
び
、
�
九
二
〇
年
の
﹁
主
権
の
問
題
と
国
際
法
の
理
論
﹂、
�
九
二
二
年
の
﹁
社

会
学
的
国
家
概
念
と
法
学
的
国
家
概
念
﹂
に
よ
っ
て
そ
の
骨
格
が
展
開
さ
れ）

2
（

、
�
九
二
�
年
の
﹁
�
般
国
家
学
﹂）

3
（

、
�
九
�
四
年
の
﹁
純
粋

法
学
﹂
第
�
版
、
�
九
六
〇
年
の
同
第
二
版）

4
（

等
に
よ
っ
て
そ
の
全
貌
が
体
系
的
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　

ケ
ル
ゼ
ン
は
�
九
七
�
年
に
死
亡
し
て
い
る
が
、そ
の
遺
稿
がK

urt R
inghofer 

とR
obert W

alter

に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ＂A

llgem
eine 

T
heorie der N

orm
en

＂
と
題
し
て
�
九
七
九
年
に
出
版
さ
れ
て
い
る）

5
（

。
な
おK

elsen, M
erkl, V

erdross

ら
の
論
文
がH

.K
lecatsky, 

R
.M

arcic, H
.Scham

beck

に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
、D

ie W
iener rechtstheoretische Schulle.

（
以
下
Ｗ
Ｒ
Ｓ
と
略
す
）
全
二
巻
と
し

て
�
九
六
八
年
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。
ウ
ィ
ン
学
派
の
研
究
の
貴
重
な
文
献
で
あ
る
。

　

ケ
ル
ゼ
ン
は
、﹁
純
粋
法
学
は
実
定
法
の
理
論
で
あ
り
、
法
律
学
を
�
切
の
異
質
的
な
分
子
か
ら
解
放
し
よ
う
と
す
る
。
そ
れ
は
純
粋
法

学
の
方
法
論
上
の
根
本
原
則
で
あ
る
﹂
と
い
い
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
す
る）

6
（

。

　
﹁
純
粋
法
学
は
、
法
規
範
の
意
欲
や
表
象
で
は
な
く
て
、
意
欲
又
は
表
象
さ
れ
た
意
味
内
容
と
し
て
の
法
規
範
を
対
象
と
す
る
の
で
あ
る
。

　

法
を
規
範
と
し
て
規
定
し
、
法
律
学
を
規
範
の
認
識
に
限
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
法
は
自
然
か
ら
限
界
さ
れ
、
規
範
科
学
と
し
て
の
法

律
学
は
自
然
的
生
起
の
因
果
法
則
的
説
明
を
目
的
と
す
る
他
の
�
切
の
科
学
か
ら
限
界
さ
れ
る
﹂。

　
﹁
純
粋
法
学
は
自
然
と
精
神
を
分
離
す
る
と
こ
ろ
の
境
界
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
法
律
学
は
精
神
科
学
で
あ
っ
て
、
自
然
科
学
で
は
な

い
。
自
然
と
精
神
の
対
立
が
実
在
と
価
値
、
存
在
と
当
為
、
因
果
法
則
と
規
範
の
対
立
と
�
致
す
る
か
、
精
神
の
領
域
は
、
価
値
、
当
為
、

二
〇
二
九
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規
範
の
範
囲
よ
り
も
広
く
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
争
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
法
が
規
範
と
し
て
精
神
的
実
在
で
あ

り
、
自
然
的
実
在
で
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
﹂。

　
﹁
自
然
法
則
が
原
因
と
し
て
�
定
の
事
実
に
結
果
と
し
て
他
の
事
実
を
結
合
す
る
よ
う
に
、
法
の
規
則
は
法
律
要
件
に
法
律
効
果
（
す
な

わ
ち
、
い
わ
ゆ
る
不
法
効
果
）
を
結
合
す
る
。
前
者
に
お
い
て
、
事
実
を
結
合
す
る
様
式
が
因
果
関
係
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
後
者
に
お
い
て

は
帰
属
関
係
（Z

urechnung

）
で
あ
る
。

　

こ
の
帰
属
概
念
は
法
の
特
殊
法
則
性
と
し
て
純
粋
法
学
に
よ
っ
て
認
識
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
﹂。

　

こ
の
よ
う
に
、
帰
属
概
念
は
�
般
に
法
律
要
件
と
法
律
効
果
の
形
式
的
結
合
を
意
味
し
純
粋
当
為
関
係
と
し
て
、
明
白
に
因
果
関
係
か
ら

区
別
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

法
を
自
然
と
区
別
し
た
と
同
様
に
、
他
の
精
神
的
現
象
に
対
し
て
も
、
他
の
種
類
の
規
範
に
対
し
て
も
区
別
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
純
粋
法
学
は
自
然
科
学
的
・
心
理
主
義
的
立
場
か
ら
の
純
粋
で
あ
り
、
倫
理
的
・
政
治
的
立
場
か
ら
の
純
粋
で
あ
り
、
形
而

上
学
か
ら
の
純
粋
で
あ
り
、
自
然
法
か
ら
の
純
粋
で
あ
る
。
純
粋
法
学
は
実
定
法
を
評
価
す
る
こ
と
を
排
斥
し
、
実
定
法
を
そ
の
本
質
に
従

っ
て
把
握
し
、
そ
の
構
造
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
理
解
す
る
こ
と
で
足
り
る
と
す
る
。
そ
し
て
現
存
の
社
会
秩
序
を
是
認
ま
た
は
否
認

す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
排
除
す
る
。
こ
の
中
立
的
な
立
場
に
よ
っ
て
、
ナ
チ
ス
が
権
力
を
掌
握
す
る
の
を
阻
止
せ
ず
圧
制
へ
の
道
を
ひ
ら
い

た
の
で
あ
る
と
、
第
二
次
大
戦
後
ケ
ル
ゼ
ン
が
批
判
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

２　

純
粋
法
学
と
法
実
証
主
義

　

純
粋
法
学
は
実
証
主
義
的
な
法
律
理
論
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

実
証
主
義
と
は
、
近
代
資
本
主
義
生
産
が
仮
説
と
検
証
、
理
論
と
実
験
と
い
う
実
証
的
な
操
作
に
よ
る
自
然
科
学
的
方
法
に
基
づ
き
発
展

二
〇
三
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し
て
き
た
の
に
影
響
を
受
け
、
社
会
現
象
の
探
求
に
お
い
て
認
識
の
対
象
を
実
証
的
経
験
的
所
与
に
限
定
し
、
経
験
と
観
察
を
主
と
し
て
、

人
間
的
、
社
会
的
諸
事
象
を
考
察
す
る
思
考
態
度
で
あ
り
、
�
九
世
紀
に
フ
ラ
ン
ス
の
サ
ン
・
シ
モ
ン
、
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
ら
に
よ

っ
て
そ
の
基
礎
が
確
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

資
本
主
義
社
会
は
、
社
会
統
制
の
手
段
と
し
て
の
、
予
測
可
能
な
機
能
を
も
つ
実
定
法
を
必
要
と
し
、
こ
れ
を
、
社
会
学
的
、
心
理
学
的

方
法
を
も
駆
使
し
て
、
論
理
的
分
析
的
に
考
察
対
象
と
す
る
の
が
法
実
証
主
義
で
あ
る
。

　

加
藤
新
平
教
授
は
﹁
漠
然
と
法
実
証
主
義
と
よ
ば
れ
る
も
の
は
、
実
は
か
な
り
多
様
な
も
の
を
含
む
扱
い
難
い
観
念
で
あ
っ
て
法
学
者
の

説
く
所
に
も
相
当
の
ズ
レ
が
あ
る
﹂
と
い
い
、
そ
の
基
本
特
徴
と
し
て
つ
ぎ
の
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る）

7
（

。

　
﹁
認
識
の
対
象
を
専
ら
実
証
的
経
験
的
所
与
に
限
定
し
、
経
験
を
超
え
た
形
而
上
学
的
の
も
の
（
事
物
の
隠
れ
た
本
質
、
究
極
の
原
因
や

理
念
等
）
に
よ
っ
て
経
験
世
界
を
基
礎
づ
け
た
り
方
向
づ
け
た
り
し
よ
う
と
す
る
�
切
の
試
み
を
否
定
す
る
反
形
而
上
学
的
、
実
証
主
義
的

思
考
態
度
で
あ
る
﹂。

　

ド
イ
ツ
公
法
学
の
法
実
証
主
義
的
体
系
化
は
、ゲ
ル
バ
ー
（C

arl F
riedrich W

ilhelm
 von G

erber 1823-1891

）
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
、

そ
の
方
向
性
は
ラ
ー
バ
ン
ト
ら
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
た
。
か
れ
ら
は
従
来
の
無
自
覚
的
な
方
法
論
的
混
交
を
批
判
し
、
そ
の
法
律
学
的
、
形

式
主
義
的
方
向
へ
の
純
化
に
よ
っ
て
法
解
釈
学
と
し
て
の
科
学
性
を
確
立
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る）

8
（

。

　

ベ
ッ
ケ
ン
ヘ
ル
デ
は
、
こ
の
公
法
的
ま
た
は
国
法
的
実
証
主
義
（staatsrechtlicher P

ositivism
us

）
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
言

う
）
9
（

。

　

そ
れ
は
国
家
理
論
、
哲
学
、
歴
史
、
社
会
学
に
対
す
る
客
観
的
な
孤
立
化
そ
し
て
国
法
の
論
理
的
形
式
的
処
理
方
法
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け

ら
れ
る
。

　

事
実
に
即
し
た
国
法
学
（sachbezogene Staatslehre

）
は
、
国
家
の
全
体
像
、
そ
の
自
然
、
そ
の
目
的
そ
し
て
使
命
を
研
究
し
、
そ

二
〇
三一
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し
て
そ
の
学
説
を
多
少
と
も
特
徴
の
は
っ
き
り
し
た
国
家
理
論
的
、
哲
学
的
、
社
会
学
的
、
歴
史
的
考
慮
の
基
礎
の
上
に
進
化
さ
せ
る
。

　

政
治
的
か
つ
国
家
的
考
察
に
代
わ
っ
て
ゲ
ル
バ
ー
の
主
張
す
る
よ
う
に
法
的
構
成
（juristische K

onstruktion

）
が
行
わ
れ
ね
ば
な
ら

な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
法
的
な
も
の
（R

echtliche

）
は
、
法
的
な
も
の
か
ら
の
み
認
識
さ
れ
う
る
か
ら
で
あ
る
。

　

法
学
は
、
国
家
理
論
、
哲
学
、
歴
史
、
社
会
学
と
の
結
合
を
切
り
離
す
。
法
は
そ
の
社
会
的
か
つ
目
的
論
的
関
連
か
ら
開
放
さ
れ
る
。

　

ラ
ー
バ
ン
ト
（P

aul L
aband

）
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う）
₁₀
（

。

　
﹁
新
し
く
生
じ
て
い
る
公
法
的
関
係
の
分
析
が
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
の
法
的
性
質
の
確
認
、
そ
し
て
�
般
的
法
概
念
を
見
つ
け
出
す
こ
と

が
問
題
で
あ
る
﹂。

　
﹁
す
べ
て
の
具
体
的
法
形
成
は
独
特
に
た
だ
�
般
的
概
念
の
事
実
上
の
適
用
と
結
合
に
理
解
さ
れ
る
﹂。

　

国
法
学
は
こ
の
仕
方
で
純
粋
規
範
学
と
な
る
。
そ
の
素
材
は
�
定
の
法
規
範
（
実
定
法
）
で
あ
り
、
そ
れ
は
分
類
さ
れ
、
体
系
づ
け
ら
れ

る
。
そ
し
て
�
般
的
法
概
念
の
下
に
包
括
さ
れ
る
。

　

パ
ン
デ
ク
テ
ン
の
よ
う
に
そ
れ
は
﹁
効
力
の
あ
る
法
は
論
理
的
体
系
化
さ
れ
る
﹂
と
い
う
思
考
に
支
配
さ
れ
る
。
ケ
ル
ゼ
ン
は
後
に
こ
の

方
法
的
発
端
（A

nsatz

）
か
ら
結
論
だ
け
を
引
き
出
し
た
の
で
あ
る
、
と
ベ
ッ
ケ
ン
ヘ
ル
デ
は
い
う）
₁₁
（

。

　

ケ
ル
ゼ
ン
は
、
こ
の
ド
イ
ツ
の
﹁
�
般
法
学
﹂
と
よ
ば
れ
る
実
証
主
義
的
基
盤
に
た
ち
つ
つ
、
さ
ら
に
こ
れ
を
方
法
的
に
洗
練
し
、
規
範

論
理
主
義
的
に
純
化
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
法
学
の
う
ち
か
ら
二
元
的
法
概
念
す
な
わ
ち
、
客
観
法
と
主
観
法
、
公
法
と
私
法
、
そ
し
て
国

家
と
法
の
二
元
的
対
立
を
排
除
し
て
い
る
。

　

ケ
ル
ゼ
ン
は
こ
の
ド
イ
ツ
国
法
学
的
実
証
主
義
の
後
継
者
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
宮
沢
教
授
は
こ
れ
は
正
し
く
な
い
と
し
、﹁
ケ

ル
ゼ
ン
の
意
図
し
た
と
こ
ろ
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
法
の
科
学
的
認
識
に
あ
る
の
で
、
い
わ
ゆ
る
法
の
ド
グ
マ
チ
ク
で
は
な
い
。
後
者
は

も
っ
ぱ
ら
法
の
解
釈

0

0

を
こ
と
と
す
る
﹂
と
い
う）
₁₂
（

。

二
〇
三
二



（　
　
　
　

）

ケ
ル
ゼ
ン
の
法
秩
序
段
階
構
造
論

同
志
社
法
学　

六
四
巻
七
号�

�

　

第
二
次
大
戦
後
ケ
ル
ゼ
ン
の
学
説
は
英
米
法
学
界
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
支
持
者
も
輩
出
し
て
い
る
。

　

V
inx

は
ケ
ル
ゼ
ン
の
実
証
主
義
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る）
₁₃
（

。

　

か
れ
は
現
代
の
法
実
証
主
義
は
実
体
的
水
準
に
お
い
て
は
、
法
の
実
証
主
義
的
概
念
の
正
確
な
性
質
に
か
ん
し
て
は
不
�
致
は
な
い
。
法

学
理
論
と
し
て
の
法
実
証
主
義
の
方
法
論
的
現
状
（m

ethodological status

）
に
つ
い
て
は
�
致
し
て
い
な
い
、
と
い
い
、
実
証
主
義
を

�
つ
の
異
な
っ
た
現
代
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
、
方
法
論
的
実
証
主
義
、
政
治
的
実
証
主
義
、R

az

的
実
証
主
義
に
分
け
て
概
観
し
て
い
る）
₁₄
（

。

　

ケ
ル
ゼ
ン
は
方
法
論
的
実
証
主
義
に
属
し
、
そ
れ
は
、
理
論
を
記
述
的
社
会
科
学
と
同
質
に
し
、
法
の
存
在
を
社
会
事
実
の
問
題
と
し
て

取
り
扱
う
。
そ
れ
は
い
か
な
る
道
徳
的
基
準
も
そ
の
合
法
性
の
基
準
の
中
に
合
体
さ
せ
な
い
と
い
う
。

　

ケ
ル
ゼ
ン
は
、
純
粋
理
論
を
﹁
法
学
を
真
正
な
科
学
の
地
位
ま
で
上
げ
る
こ
と
の
で
き
る
唯
�
の
法
の
理
論
で
あ
る
﹂
と
い
う
が
、
ケ
ル

ゼ
ン
の
宣
言
し
た
野
心
と
確
信
の
多
く
は
方
法
論
的
実
証
主
義
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
入
る
に
適
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
純
粋
理
論
は
法
の
�

般
理
論
を
与
え
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
る
。
す
べ
て
の
法
律
体
系
に
よ
っ
て
分
有
さ
れ
た
本
質
的
特
徴
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
な
ん
ら
か
の
法
律
秩
序
の
解
釈
で
は
な
い
。
ケ
ル
ゼ
ン
は
﹁
い
か
な
る
内
容
も
法
と
な
り
う
る
。
そ
し
て
法
は
社
会
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の

技
術
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
﹂
と
い
う
。

　

V
inx

は
ケ
ル
ゼ
ン
の
純
粋
理
論
は
方
法
論
的
実
証
主
義
の
形
態
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
れ
に
�
種
の
社
会
的
事
実
と
し
て

理
解
す
る
こ
と
を
こ
こ
ろ
み
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
。

　

つ
ぎ
に
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
学
説
は
新
カ
ン
ト
学
派
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。

　

加
藤
新
平
教
授
は
ケ
ル
ゼ
ン
の
学
説
が
新
カ
ン
ト
派
的
な
﹁
ザ
イ
ン
と
ゾ
ル
レ
ン
峻
別
論
つ
ま
り
実
在
界
に
お
け
る
因
果
的
考
察
方
法
と

規
範
論
理
主
義
考
察
方
法
と
の
峻
別
の
よ
う
な
哲
学
的
主
張
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
る
﹂
と
い
う
が）
₁₅
（

、
ケ
ル
ゼ
ン
自
身
も
つ
ぎ
の
よ
う
に
認

め
て
い
る）
₁₆
（

。

二
〇
三三
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ケ
ル
ゼ
ン
の
法
秩
序
段
階
構
造
論

　
﹁﹃
主
要
問
題
﹄
の
出
発
点
は
存
在
と
当
為
の
基
本
的
な
対
立
で
あ
る
。
こ
の
対
立
は
カ
ン
ト
が
、
理
論
的
理
性
に
対
す
る
実
践
理
性
の
、

現
実
に
対
す
る
価
値
の
、
自
然
に
対
す
る
倫
理
の
独
立
性
を
基
礎
づ
け
よ
う
と
し
て
、
い
は
ば
発
見
し
た
も
の
で
あ
る
。
私
は
ヴ
ィ
ン
デ
ル

バ
ン
ト
と
ジ
ン
メ
ル
の
カ
ン
ト
解
釈
に
従
い
つ
つ
、
法
学
が
規
定
す
る
法
の
固
有
法
則
性
を
当
為
（SO

L
L

E
N

）
と
し
て
と
ら
え
、
こ
れ
を

﹃
社
会
学
的
﹄
認
識
の
対
象
た
る
社
会
的
存
在
（SE

IN

）
と
対
置
し
、
当
為
の
判
断
で
あ
る
規
範
を
自
然
法
則
に
、
規
範
た
る
命
題
を
社
会

学
を
特
色
づ
け
る
因
果
法
則
と
対
置
し
た
の
で
あ
っ
た
﹂。

（
１
）　H

ans K
elsen, R

eine R
echtslehre. Studienausgabe der I A

uflage. 1934 S.xxx.

（
以
下R

 R
L

I

と
略
す
る
）。Studienausgabe

は
二
〇
〇
八
年
にM

tthias 

Jestaedt

に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
、
か
れ
の
詳
細
なE

inführung

が
あ
る
。

（
２
）　

黒
田
覚
﹁
私
の
中
の
ケ
ル
ゼ
ン
﹂（
鵜
飼
・
長
尾
編
﹁
ハ
ン
ス
・
ケ
ル
ゼ
ン
﹂
所
収
）
�
六
六
頁
。

　
　
　

黒
田
教
授
は
わ
が
国
に
ケ
ル
ゼ
ン
学
説
を
紹
介
さ
れ
た
功
労
者
の
�
人
で
、
す
で
に
大
正
年
間
の
法
学
論
叢
�
二
巻
�
号
に
﹁
ウ
ィ
ン
法
理
学
派
概
観
﹂
の
中
で
ケ
ル
ゼ
ン

学
説
を
紹
介
さ
れ
、
つ
い
で
﹁
ケ
ル
ゼ
ン
の
学
説
よ
り
見
た
る
形
式
的
法
律
と
実
質
的
法
律
﹂、﹁
法
律
段
階
説
と
自
然
法
﹂
等
の
論
文
を
発
表
さ
れ
て
お
り
、｢

自
然
法
論
と

法
実
証
主
義
の
哲
学
的
基
礎
﹂
な
ど
の
翻
訳
も
あ
る
。
純
粋
法
学
第
二
版
の
巻
末
のM

étall

の
編
纂
し
た
文
献
集
の
中
に
は
黒
田
教
授
の
名
前
も
出
て
い
る
。

（
３
）　A

llgem
eine Staatslehre 

は
�
九
�
六
年
、
清
宮
四
郎
教
授
に
よ
っ
て
﹁
�
般
国
家
学
﹂
と
し
て
訳
書
が
出
版
さ
れ
、
�
九
七
〇
年
に
改
訂
版
が
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

本
は
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
大
学
のA

nders W
edherg 

教
授
に
よ
っ
て
＂G

eneral theory of law
 and state

＂
と
題
し
て
英
訳
さ
れ
、
�
九
四
九
年H

avard U
niversity 

P
ress.

よ
り
公
刊
さ
れ
、
ケ
ル
ゼ
ン
学
説
の
英
語
文
化
圏
で
の
普
及
に
貢
献
し
て
い
る
。
尾
吹
善
人
教
授
は
こ
の
訳
書
が
パ
キ
ス
タ
ン
や
ロ
ー
デ
シ
ヤ
の
裁
判
所
で
援
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
尾
吹
善
人
﹁
ケ
ル
ゼ
ン
に
お
け
る
理
論
と
実
践
﹂（
鵜
飼
・
長
尾
編
﹁
ハ
ン
ス
・
ケ
ル
ゼ
ン
﹂
所
収
）
�
四
二
頁 

。

（
４
）　R

eine R
echtslehre 

の
第
�
版
は
�
九
�
四
年
に
出
版
さ
れ
た
。
日
本
語
訳
は
�
九
�
�
年
に
横
田
喜
�
郎
教
授
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
、
戦
後
版
も
出
て
い
る
。
原
書
は

二
〇
〇
八
年
にStudienausgabe

が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
仏
語
訳
はH

enri T
hevenaz

に
よ
っ
て
�
九
�
�
年
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

第
二
版
改
訂
増
補
版
（
以
下R

 R
L

 II

と
略
す
る
）
は
�
九
六
〇
年
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。
邦
語
訳
は
ま
だ
出
て
い
な
い
。
仏
語
訳
は
ケ
ル
ゼ
ン
の
直
弟
子
で
あ
るC

harles 

E
isenm

ann

が
�
九
六
二
年
に
出
版
し
て
い
る
。
英
語
訳
は
�
九
六
七
年
にM

ax K
night

に
よ
っ
て
行
わ
れ
、U

niversity of C
alifornia P

ress

か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
。

（
５
）　

こ
れ
は
法
の
純
粋
理
論
を
規
範
の
�
般
理
論
に
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
英
訳
はM

ichel H
artney

に
よ
っ
て
＂G

eneral theory of 

二
〇
三
四
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norm
s

＂
と
題
し
て
�
九
九
�
年
出
版
さ
れ
て
い
る
。

（
６
）　R

 R
L

I, S.15.-34.　

横
田
訳
�
�
頁―

四
二
頁
。

（
７
）　

加
藤
新
平
﹁
法
哲
学
概
論
﹂
二
四
八
頁
以
下
。

（
８
）　

手
島
孝
﹁
ケ
ル
ゼ
ニ
ズ
ム
考
﹂
二
八
九
頁
以
下
。

（
９
）　E

rnst-W
olfgang B

öckenförde

＂G
esetz und gesetzgebennde G

ew
alt

＂von den A
nfängen der deutschen Staatsrechtslehre bis zur H

öhe des staatsrechtlichen 

P
ositivism

us. Z
w

eite A
ufl. S.211 ff.

（
以
下B

öckenförde, G
esetz

と
略
す
る
）。

（
10
）　P.L

aband, D
as Staatsrecht des D

eutschen R
eiches, 3.A

ufl., V
erw

ort zur 1. A
ufl., S.vi.

（
11
）　B

öckenförde, G
esetz. S.212.

（
12
）　

宮
沢
俊
義
﹁
法
お
よ
び
法
学
と
政
治
﹂（
公
法
の
原
理
所
収
）
�
二
〇
頁
。

　
　
　

横
田
教
授
は
﹁
純
粋
法
学
は
批
判
的
実
証
主
義
（kritischer P

ositivism
us

）
で
あ
る
と
い
う
。
批
判
的
と
い
う
の
は
、
カ
ン
ト
哲
学
を
批
判
哲
学
と
い
う
の
と
同
じ
意
義

で
、
実
定
法
の
基
礎
を
批
判
的
思
弁
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
、
そ
の
限
界
を
自
覚
し
た
も
の
と
い
う
意
義
で
あ
る
﹂
と
い
う
（
横
田
喜
�
郎
﹁
純
粋
法
学
論
集
Ⅰ
﹂
�
頁
）。

　
　
　

カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
純
粋
法
学
は
自
己
破
壊
的
な
法
実
証
主
義
の
縮
図
（epitom

e

）
と
酷
評
し
、
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ラ
ー
も
ケ
ル
ゼ
ン
を
﹁
国
家
無
き
国
家
論
、
法
無

き
法
学
論
﹂
と
痛
烈
に
批
判
す
る
が
、
合
法
性
の
尊
重
、
民
主
主
義
、
そ
し
て
社
会
主
義
等
の
多
く
の
政
治
的
価
値
を
分
有
す
る
の
で
そ
の
攻
撃
は
実
体
的
よ
り
も
方
法
論
的

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。D

avid D
yzenhaus, L

egality and L
egitim

acy p.104-106.

（
13
）　L

ars V
inx H

ans K
elsen’s pure theory of law

. L
egality and legitim

acy. p.3-15.

　
　
　

L
.V

inx

は
ト
ロ
ン
ト
大
学
でD

avid D
yzenhaus

の
指
導
を
受
け
二
〇
〇
�
年
に
Ｐ
Ｈ
Ｄ
を
取
得
し
た
新
進
の
ケ
ル
ゼ
ン
研
究
家
で
あ
る
。

（
14
）　

ジ
ョ
ゼ
フ
・
ラ
ズ
（Joseph R

az

）
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ド
大
学
の
法
哲
学
の
教
授
で
、
ケ
ル
ゼ
ン
に
つ
い
て
の
論
文
も
あ
る
。
訳
書
に
は
深
田
�
徳
編
﹁
権
威
と
し
て
の
法
﹂、

森
際
康
友
編
﹁
自
由
と
権
利
﹂
が
あ
る
。

（
15
）　

加
藤
﹁
前
掲
書
﹂
二
�
〇
頁
。

（
16
）　

ハ
ン
ス
・
ケ
ル
ゼ
ン
﹁
国
法
学
の
主
要
問
題
﹂
第
二
版
序
文
（﹁
法
学
論
﹂
森
田
・
長
尾
訳
所
収
）
�
六
�
頁
。

二
〇
三五




（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
四
巻
七
号�

一
〇

ケ
ル
ゼ
ン
の
法
秩
序
段
階
構
造
論

二　

法
律
の
概
念

１　

ド
イ
ツ
公
法
学
に
お
け
る
二
重
法
律
概
念

　

二
重
法
律
概
念
と
は
、
法
律
（G

esetz

）
を
形
式
的
法
律
と
実
質
的
法
律
に
区
分
し
、
と
く
に
実
質
的
法
律
概
念
の
必
要
性
、
そ
の
適
用
、

そ
の
内
容
等
を
論
述
す
る
も
の
で
あ
る
。
実
質
的
法
律
は
法
規
（R

echtsatz

）
と
よ
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、R

echtssatz

は
よ
り
広
義

に
使
用
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。

　

ド
イ
ツ
公
法
学
に
お
け
る
二
重
法
律
概
念
を
学
説
史
的
に
詳
論
し
た
も
の
と
し
て
ベ
ッ
ケ
ン
ヘ
ル
デ
の
﹁
法
律
と
立
法
権
﹂
が
あ
り
、﹁
ド

イ
ツ
国
法
学
の
最
初
か
ら
国
法
的
実
証
主
義
の
全
盛
ま
で
﹂
の
ド
イ
ツ
の
法
律
概
念
を
展
望
し
て
い
る
。

　

ベ
ッ
ケ
ン
ヘ
ル
デ
は
、実
質
法
律
概
念
説
に
は
�
つ
の
変
形（V

arianten

）が
あ
る
と
言
い
、こ
れ
を
法
主
体
の
意
思
領
域
の
境
界
説（D

er 

R
echtssatz als A

bgrenzung der W
illenssphären der R

echtssubjekte

）
と
抽
象
的
（
�
般
的
）
法
命
令
説
（D

er R
echtssatz als 

abstrakte 

（generelle

）rechtliche A
nordnung

）
と
国
民
の
自
由
と
所
有
の
侵
害
説
（D

er R
echtssatz als E

ingriff in F
reiheit 

und E
igentum

 der Staatsbürger

）
に
分
類
し
て
い
る）

1
（

。

（
１
）　

憲
法
（
予
算
）
争
議
と
二
重
法
律
概
念

　

ド
イ
ツ
に
お
い
て
実
証
的
に
公
法
学
を
体
系
化
し
た
の
は
カ
ー
ル
・
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゲ
ル
バ
ー
で
あ
り
、
か
れ
の
�
八
�

二
年
の
公
権
論
（Ü

ber offentliche R
echte

）
�
八
六
�
年
の
ド
イ
ツ
憲
法
大
綱
（G

rundzuge des deutschen Staatsrechts

）
は

画
期
的
な
著
作
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

パ
ウ
ル
・
ラ
ー
バ
ン
ト
（P

aul L
aband

）
は
ゲ
ル
バ
ー
の
遺
言
執
行
人
と
称
せ
ら
れ
、
ゲ
ル
バ
ー
の
科
学
的
方
法
を
継
承
し
、
ド
イ
ツ

二
〇
三
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公
法
学
の
確
立
に
貢
献
し
た
。
ラ
ー
バ
ン
ト
は
は
じ
め
法
史
学
者
で
あ
っ
た
が
ド
イ
ツ
帝
国
憲
法
の
制
定
後
、
公
法
と
く
に
憲
法
の
研
究
に

研
鑽
し
﹁
ド
イ
ツ
帝
国
国
法
﹂（D

as Staatsrecht des deutschen R
eichs

）
全
四
巻
は
じ
め
多
く
の
業
績
を
残
し
て
い
る
。

　

ラ
ー
バ
ン
ト
が
プ
ロ
イ
セ
ン
の
憲
法
争
議
に
関
連
し
て
�
八
七
�
年
﹁
プ
ロ
イ
セ
ン
憲
法
の
規
定
に
よ
る
財
政
法
﹂（D

as B
udgetrecht 

nach den B
estim

m
ungen der preuss. V

erfassungsurkunde

）
を
公
刊
し
、
実
質
的
法
律
概
念
か
ら
出
発
し
て
形
式
的
法
律
概
念
の

不
可
避
性
を
論
じ
て
か
ら
、
ス
ト
ッ
ク
マ
ー
ル
（Stockm

ar

）
に
よ
っ
て
す
で
に
主
張
さ
れ
て
い
た
二
重
法
律
概
念
が
ド
イ
ツ
公
法
学
の

支
配
的
学
説
と
な
っ
た
の
で
あ
る）

2
（

。

　

プ
ロ
イ
セ
ン
の
憲
法
争
議
と
は
、
�
八
六
二
年
か
ら
�
八
六
六
年
に
わ
た
る
憲
法
論
争
で
あ
る
。
プ
ロ
イ
セ
ン
の
ビ
ス
マ
ル
ク
政
府
は
オ

ー
ス
ト
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
に
対
抗
し
、
武
力
に
よ
り
ド
イ
ツ
を
統
�
す
る
た
め
に
軍
備
拡
張
を
計
画
し
、
予
算
案
を
下
院
（
第
二
院
）
に
提

出
し
た
が
、
下
院
は
こ
れ
を
可
決
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
政
府
は
�
八
六
二
年
か
ら
�
八
六
六
年
ま
で
予
算
の
法
律
的
基
礎
を
欠
い
た
ま
ま

軍
備
拡
張
政
策
を
と
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
の
戦
争
に
大
勝
す
る
と
下
院
と
和
解
し
、
�
八
六
六
年
九
月
�
四
日
の
免
責
法

（Indem
nitätsgesetz

）
が
制
定
さ
れ
、
そ
の
間
の
行
政
が
法
律
的
に
確
定
せ
ら
れ
、
適
時
に
公
布
さ
れ
た
予
算
に
も
と
づ
い
て
お
こ
な
わ

れ
た
か
の
ご
と
く
と
り
あ
つ
か
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

�
八
�
〇
年
�
月
�
�
日
の
プ
ロ
イ
セ
ン
憲
法
第
九
九
条
は
、﹁
国
の
す
べ
て
の
歳
入
と
歳
出
は
、
毎
年
あ
ら
か
じ
め
見
積
り
、
国
家
予

算
に
計
上
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
予
算
は
毎
年
法
律
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
﹂
と
規
定
し
て
い
た
。
�
方
、
憲
法
第
六
二
条
は

﹁
立
法
権
は
国
王
と
両
院
に
よ
っ
て
共
同
に
行
使
さ
れ
る
。
国
王
と
両
院
の
�
致
が
す
べ
て
の
法
律
に
必
要
で
あ
る
。
財
政
法
案
と
予
算
は

先
に
第
二
院
に
提
出
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
予
算
は
第
�
院
に
よ
っ
て
全
体
と
し
て
承
認
さ
れ
る
か
否
認
さ
れ
る
。﹂
と
規
定
し
て
い
た
。

　

ラ
ー
バ
ン
ト
は
法
律
に
は
実
質
的
意
義
の
法
律
と
形
式
的
意
義
の
法
律
が
あ
り
、
実
質
的
法
律
と
は
﹁
人
間
の
社
会
共
同
生
活
に
よ
っ
て

命
じ
ら
れ
た
個
々
人
の
行
動
の
自
然
的
自
由
の
制
約
と
限
界
を
定
め
る
法
﹂
で
あ
り
、
形
式
的
法
律
と
は
、﹁
議
会
と
国
王
の
合
意
に
よ
り

二
〇
三
七
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成
立
す
る
法
﹂
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
実
質
的
法
律
は
形
式
的
法
律
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
と
い
う
。

　

ラ
ー
バ
ン
ト
に
よ
る
と
、
国
家
が
権
利
主
体
で
あ
る
こ
と
は
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
国
家
意
思
の
実
行
を
職
分
と
す
る
国
家
機
関
は

権
利
主
体
と
な
り
え
ず
、
し
た
が
っ
て
法
が
単
に
個
々
の
機
関
あ
る
い
は
機
関
相
互
間
の
内
部
組
織
に
止
ま
る
場
合
に
は
実
質
的
法
律
で
は

な
く
、
行
政
命
令
、
行
政
処
分
と
解
さ
れ
る
と
し
、
予
算
法
を
実
質
的
法
律
で
は
な
く
、
プ
ロ
イ
セ
ン
憲
法
争
議
上
決
定
的
な
結
論
﹁
予
算

法
な
き
場
合
と
い
え
ど
も
適
法
に
財
政
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
﹂
と
結
論
づ
け
た
の
で
あ
る）

3
（

。

　

ラ
ー
バ
ン
ト
に
よ
る
と
、
ひ
と
つ
の
規
律
（R

egel

）
は
法
内
容
（R

echtsinhalt

）
を
も
つ
と
き
、
す
な
わ
ち
、
そ
れ
が
な
ん
ら
か
の

関
係
に
お
い
て
個
人
又
は
国
家
共
同
体
の
法
領
域
（R
echtssphäre

）
に
触
れ
る
と
き
に
の
み
実
質
的
意
義
の
法
律
と
よ
ば
れ
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

こ
の
観
点
か
ら
見
る
と
き
、予
算
は
ひ
と
つ
の
計
算
で
あ
り
、将
来
に
お
い
て
予
想
さ
れ
る
収
入
・
支
出
に
関
す
る
見
積
り（V

oranschlag

）

で
あ
り
、
通
常
の
人
ら
の
法
規
を
含
ま
ず
、
し
た
が
っ
て
実
質
的
意
義
の
法
律
で
な
い
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
と
、
ラ
ー
バ
ン
ト
は
主
張
す
る
。

（
２
）　

ラ
ー
バ
ン
ト
の
二
重
法
律
概
念

　

ラ
ー
バ
ン
ト
の
二
重
法
律
概
念
を
概
説
す
る）

4
（

。

　

法
律
と
い
う
言
葉
は
法
学
に
お
い
て
は
二
重
の
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
実
質
的
と
形
式
的
と
よ
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
実
質
的
意
義

に
お
い
て
法
律
は
法
規
（R

echtssatz

）
の
法
拘
束
力
の
あ
る
命
令
（rechtsverbindliche A

nordung

）
で
あ
る
。

　

法
規
を
作
成
す
る
の
が
実
質
的
意
味
の
法
律
概
念
で
あ
り
、
こ
の
法
規
は
�
般
規
範
（allgem

eine R
egel

）
を
含
ん
で
い
な
い
。

　

法
律
は
法
規
範
の
命
令
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
た
ん
に
法
規
が
表
現
さ
れ
る
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
く
、
そ
れ
は
義
務
づ
け
る
も
の
で
あ

る
こ
と
が
宣
言
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
法
律
に
お
い
て
露
出
し
て
い
る
意
思
は
つ
ね
に
命
令
（B

efehl

）
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
れ
は
法
律
の

二
〇
三
八
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中
に
含
ま
れ
て
い
る
法
規
は
遵
守
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
れ
ゆ
え
、
す
べ
て
の
法
律
の
中
に
二
重
の
構
成
要
素
が
区
別
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
法
律
の
中
に
表
現
さ
れ
た
法
規
範

（R
echtsregel

）
と
法
拘
束
力
を
も
っ
た
そ
れ
の
賦
与
（A

usstattung

）
換
言
す
れ
ば
法
律
内
容
と
法
律
命
令
で
あ
る
。

　

君
主
は
不
分
割
か
つ
不
可
分
の
国
家
権
力
の
唯
�
の
保
持
者
と
し
て
単
独
で
国
の
法
律
を
発
布
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
国
家

の
命
令
を
そ
の
遵
法
者
に
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
法
律
の
内
容
の
決
定
は
君
主
に
専
属
せ
ず
、
国
民
代
表
が
む
し
ろ
政
府
と
内
容

を
協
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

国
家
の
高
権
又
は
国
家
権
力
は
法
律
内
容
の
制
作
の
中
に
で
は
な
く
、
法
律
の
妥
当
の
裁
可
の
中
に
現
れ
る
。
言
葉
の
国
法
的
意
味
に
お

け
る
立
法
は
、
た
だ
裁
可
だ
け
で
あ
る
。

　

立
憲
君
主
制
国
家
に
お
い
て
、
国
民
代
表
は
、
法
律
内
容
の
確
定
の
み
な
ら
ず
、
法
律
命
令
の
発
布
に
関
与
す
る
。
法
律
の
発
布
は
君
主

と
国
会
の
全
体
的
行
為
（G

esam
takte

）
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
国
家
の
機
関
が
臣
民
に
法
律
命
令
を
発
布
す
る
と
い
う
見
解
は
拒
否
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
見
解
は
国
家
の
有
機
体
に
お
け
る
国
民
代
表
の
地
位
の
誤
解
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
。
国
民
代
表
は
つ
ね
に
意

志
を
表
明
す
る
こ
と
を
決
定
す
る
こ
と
だ
け
が
で
き
、
決
し
て
行
動
す
る
こ
と
も
そ
れ
ゆ
え
又
決
し
て
命
令
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

　

実
質
的
意
義
の
法
律
と
形
式
的
意
義
の
法
律
は
、
相
互
に
種
類
（G

attung

）
と
様
式
（A

rt

）、
広
義
と
狭
義
、
上
位
と
下
位
の
関
係
に

あ
る
の
で
は
な
く
、
二
つ
の
全
く
異
な
っ
た
概
念
で
、
お
の
お
の
の
異
な
っ
た
メ
ル
ク
マ
ー
ル
で
決
定
さ
れ
、
�
方
は
内
容
に
よ
り
、
他
方

は
意
思
表
示
の
形
式
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

　

形
式
的
意
義
の
法
律
は
、
国
家
の
意
思
行
為
（W

illensakt

）
で
あ
り
、
�
定
の
荘
重
な
仕
方
で
実
現
さ
れ
そ
し
て
表
明
さ
れ
る）

5
（

。

　

法
律
の
実
質
的
作
用
は
そ
の
内
容
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
法
律
は
法
的
命
令
（R

echtsvorschrift

）
を
含
ん
で
い
る
と
き
、
そ
れ
は

つ
ぎ
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
意
味
が
総
じ
て
法
に
適
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、﹁
人
間
の
社
交
的
共
同

二
〇
三
九
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生
活
に
よ
っ
て
、
命
じ
ら
れ
た
、
個
々
人
の
行
動
の
自
然
的
な
自
由
の
制
約
と
限
界
を
定
め
る
こ
と
﹂）

6
（

。

　

ベ
ッ
ケ
ン
ヘ
ル
デ
は
ラ
ー
バ
ン
ト
の
す
べ
て
の
理
論
と
区
別
の
ア
ル
キ
メ
デ
ス
点
は
法
規
概
念
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
ラ
ー
バ
ン
ト
の

法
規
概
念
は
か
れ
の
法
概
念
に
基
づ
い
て
い
る
。
法
規
は
ラ
ー
バ
ン
ト
に
と
っ
て
は
法
そ
の
も
の
の
命
題
（Satz

）
で
あ
る
、
と
い
う
。

　

ラ
ー
バ
ン
ト
は
法
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
任
務
と
責
任
を
負
わ
せ
て
い
る）

7
（

。

　
﹁
人
間
の
社
会
的
共
同
生
活
に
よ
っ
て
命
じ
ら
れ
た
個
々
人
の
自
然
的
な
行
動
の
自
由
の
制
約
（Schranken

）
と
限
界
（G

renzen

）

を
定
め
る
こ
と
。
そ
れ
は
対
立
し
合
う
個
々
の
主
体
の
権
能
と
義
務
の
限
界
を
定
め
る
こ
と
﹂。
そ
れ
は
そ
の
本
質
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
が
相

互
に
衝
突
す
る
こ
と
が
で
き
る
多
数
の
意
志
の
担
い
手
（W

illensträger

）
を
前
提
と
す
る
。

　

ラ
ー
バ
ン
ト
に
と
っ
て
は
、
国
家
は
、
多
く
の
自
発
的
構
成
員
人
格
が
法
的
に
秩
序
正
し
い
仕
方
で
構
成
す
る
ギ
ー
ル
ケ
の
よ
う
な
全
人

格
（G

esam
tpersonlichkeit

）
で
は
な
く
て
、
孤
立
し
義
務
を
負
わ
ず
に
そ
の
他
の
法
人
格
の
そ
ば
に
歩
み
寄
る
そ
れ
自
体
閉
鎖
的
な
個

体
で
あ
る
。

　

そ
し
て
ベ
ッ
ケ
ン
ヘ
ル
デ
は
国
法
学
に
お
け
る
実
証
主
義
の
典
型
的
な
代
表
者
と
し
て
ラ
ー
バ
ン
ト
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
評
価
す
る）

8
（

。

　
﹁
国
家
法
の
純
粋
に
建
設
的
か
つ
教
義
的
（dogm

atisch

）
な
論
及
、
理
性
法
と
パ
ン
デ
ク
テ
ン
法
の
概
念
の
使
用
、
そ
れ
は
�
般
的
法

概
念
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
て
い
る
、
国
家
法
の
そ
の
哲
学
的
か
つ
理
論
的
基
礎
か
ら
の
隔
離
、
国
家
的
現
実
関
係
の
無
視
そ
し
て
国
家
生
活

の
内
在
的
秩
序
問
題
の
回
避
、
よ
う
す
る
に
法
学
的⊖

形
式
的
方
法
の
特
徴
（K

ennzeichen

）
の
す
べ
て
は
完
璧
な
仕
方
で
ラ
ー
バ
ン
ト

お
い
て
見
出
さ
れ
る
﹂。

２　

ケ
ル
ゼ
ン
の
二
重
法
律
概
念

　

ケ
ル
ゼ
ン
は
�
九
�
�
年
に
大
著
﹁
国
法
学
の
主
要
問
題
﹂（H

auptproblem
e der Staatsrechtslehre.E

ntw
ickelt aus der L

ehre 

二
〇
四
〇
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vom
 R

echtssatz

）
を
公
刊
し
て
い
る
。
そ
の
出
版
の
意
図
は
﹁
�
般
国
法
学
の
重
要
な
諸
領
域
を
、
方
法
論
的
基
礎
の
再
検
討
に
基
づ
い

て
考
察
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
基
礎
を
な
す
体
系
は
、
法
命
題
（R
echtssatz

）
を
法
学
的
理
論
構
成
の
中
心
概
念
と
し
、
個

個
の
諸
問
題
を
こ
の
法
命
題
の
特
殊
な
定
式
化
と
し
て
解
決
し
よ
う
と
す
る
思
想
の
所
産
で
あ
る
﹂
と
い）

9
（

う
）
₁₀
（

。

　

長
尾
教
授
は
こ
の
著
書
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
評
価
す
る）
₁₁
（

。

　
﹁
こ
れ
は
、法
学
士
の
頭
の
中
か
ら
出
て
来
そ
う
も
な
い
よ
う
な
、そ
し
て
普
通
の
法
学
者
に
は
仲
々
理
解
さ
れ
難
い
よ
う
な
作
品
で
あ
り
、

数
学
・
物
理
学
に
天
分
が
あ
り
、
カ
ン
ト
や
マ
ッ
ハ
の
認
識
論
に
第
�
次
的
関
心
を
有
し
た
ケ
ル
ゼ
ン
な
ら
で
は
の
作
品
で
あ
る
。
そ
れ
は

国
家
概
念
を
含
む
法
人
格
の
概
念
の
認
識
論
的
批
判
と
自
然
科
学
に
お
け
る
自
然
法
則
の
概
念
と
の
類
比
に
よ
っ
て
、
法
命
題

（R
echtssatz

）
の
概
念
を
基
礎
と
し
て
法
理
論
を
合
理
的
に
再
構
成
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
﹂。

　

こ
の
書
物
が
出
版
さ
れ
た
と
き
、
あ
ま
り
評
判
が
良
く
な
く
わ
ず
か
にF

ranz W
eyr 

やO
scar E

w
ald

ら
少
数
の
学
者
が
こ
れ
を
好
意

的
に
批
判
し
て
い
た
。
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
も
そ
の
内
の
�
人
で
、﹁
社
会
科
学
的
方
法
と
法
学
的
方
法
、
因
果
的
考
察
方
法
と
規
範
学

的
考
察
方
法
の
対
立
を
印
象
深
い
�
貫
性
を
持
っ
て
明
ら
か
に
し
、
形
式
的
な
法
的
概
念
構
成
に
実
体
的
な
目
的
の
要
因
を
も
ち
こ
む
こ
と

は
方
法
論
的
誤
謬
の
最
た
る
も
の
で
あ
る
と
強
調
し
て
い
る）
₁₂
（

﹂
と
評
価
す
る
。

　

黒
田
覚
教
授
は
﹁
国
法
学
の
主
要
問
題
﹂
に
お
け
る
ケ
ル
ゼ
ン
の
二
重
法
律
概
念
を
説
明
し
、
そ
の
法
律
観
の
変
化
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
記

述
し
て
い
る）
₁₃
（

。

　

二
重
法
律
概
念
の
通
説
は
二
つ
の
ド
グ
マ
か
ら
成
立
し
て
い
る
。
そ
の
�
つ
は
法
律
の
形
式
は
法
規
（R

echtssatz

）
を
表
現
し
な
い
内

容
を
も
有
し
う
る
と
の
ド
グ
マ
、
そ
の
二
は
行
政
（V

erw
altung

）
の
形
式
も
ま
た
法
規
を
そ
の
内
容
と
し
て
有
し
う
る
と
の
ド
グ
マ
で

あ
る
。

　

ケ
ル
ゼ
ン
は
﹁
す
べ
て
の
実
質
的
意
義
に
お
け
る
法
律
は
同
時
に
形
式
的
意
義
に
お
け
る
法
律
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
、
し
か
し
な
が
ら

二
〇
四
一
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反
対
に
、
形
式
的
意
義
に
お
け
る
法
律
と
実
質
的
意
義
に
お
け
る
法
律
と
の
不
�
致
は
、
形
式
的
意
義
に
お
け
る
法
律
が
法
規
以
外
の
も
の

を
そ
の
内
容
と
し
て
有
し
う
る
限
り
、
存
す
る
の
で
あ
る
﹂
と
い
う）
₁₄
（

。

　

ケ
ル
ゼ
ン
は
第
�
の
ド
グ
マ
は
み
と
め
る
が
、﹁
立
法
が
国
家
意
思
の
唯
�
か
つ
絶
対
的
淵
源
と
み
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
ま
た
法
律
の
段

階
に
お
い
て
国
家
意
思
が
す
で
に
完
成
し
て
い
る
と
の
ド
グ
マ
﹂
に
立
ち
、第
二
の
ド
グ
マ
﹁
命
令
の
形
式
も
法
規
を
そ
の
内
容
と
し
う
る
﹂

を
排
斥
す
る
。

　

ケ
ル
ゼ
ン
は
か
れ
の
方
法
的
純
化
作
用
よ
っ
て
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
�
権
分
立
主
義
の
原
則
か
ら
そ
れ
が
本
来
具
有
す
る
政
治
的
色
彩
を

離
脱
せ
し
め
、
こ
れ
を
純
粋
法
学
的
な
も
の
と
し
て
解
せ
ん
と
し
、
立
法
と
執
行
と
の
対
立
の
絶
対
性
を
主
張
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

ケ
ル
ゼ
ン
の
学
説
は
、
�
種
の
行
き
づ
ま
り
に
ま
で
到
達
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
な
ん
ら
か
の
方
法
に
よ
っ
て
、
こ
れ
が
展
開
を
試
み
る

こ
と
を
必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
こ
に
お
い
て
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
採
っ
た
方
法
は
メ
ル
ク
ル
の
法
段
階
説
の
継
承
な
の
で
あ
る
、
と
黒
田
教
授
は
結
論
す
る）
₁₅
（

。

　

ケ
ル
ゼ
ン
は
�
九
�
�
年
に
﹁
オ
ー
ス
ト
リ
ア
憲
法
の
特
別
の
考
察
を
伴
う
形
式
的
意
義
と
実
質
的
意
義
の
法
律
﹂
と
い
う
論
文
を
発
表

し
て
い
る）
₁₆
（

。

　

ケ
ル
ゼ
ン
は
二
重
法
律
概
念
を
使
用
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
﹁
こ
れ
ま
で
法
律
は
つ
ね
に
拘
束
力
あ
る
す
な
わ
ち
権
利
義
務
創
設
ま
た
は
法
規
（R

echtssatz

）
を
公
式
化
す
る
権
限
あ
る
国
家
官
庁

の
規
則
（V

orschrift

）
の
意
味
を
も
ち
、
そ
の
発
布
の
特
別
の
形
式
は
考
慮
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
立
憲
主
義
の
確
立
後
、
法
生
産
権
は
君

主
だ
け
で
は
な
く
、
国
民
に
も
君
主
と
共
同
で
行
使
さ
れ
、
根
源
的
に
純
粋
な
実
質
的
法
律
概
念
と
並
ん
で
形
式
的
意
味
で
の
概
念
が
類
別

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
国
法
論
で
信
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
形
式
的
法
律
概
念
は
国
会
の
議
決
と
そ
れ
に
続
く
君
主
の
裁
可
と
公
布
が

あ
っ
た
も
の
だ
け
に
名
づ
け
る
﹂。

二
〇
四
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し
か
し
﹁
執
行
府
の
首
長
と
し
て
の
君
主
そ
し
て
そ
の
管
轄
に
属
す
る
官
庁
が
行
政
の
形
式
に
お
い
て
�
定
の
範
囲
に
お
い
て
法
規
す
な

わ
ち
実
質
的
意
味
の
法
律
を
あ
た
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
見
解
は
、
純
粋
立
憲
主
義
の
基
本
思
想
に
決
し
て
対
応
し
な
い
。
ま
た
憲
法

の
本
文
特
に
�
八
六
七
年
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
憲
法
に
も
表
現
さ
れ
て
い
な
い
﹂。

　
﹁
厳
格
な
憲
法
理
論
に
よ
る
と
、
法
生
産
権
力
は
、
国
会
と
君
主
と
の
協
同
に
よ
っ
て
成
立
す
る
形
式
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
こ
の
方
法

で
生
産
さ
れ
な
い
も
の
は
法
律
の
名
に
値
し
な
い
、
そ
し
て
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
、
法
（R

echt

）、
法
規
そ
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て
権
利
義

務
は
創
造
さ
れ
う
る
。
立
憲
主
義
原
理
は
す
べ
て
の
実
質
的
法
律
が
形
式
的
法
律
で
あ
る
こ
と
を
要
求
す
る
﹂。

　

ケ
ル
ゼ
ン
は
つ
ぎ
の
文
章
で
論
文
を
終
わ
っ
て
い
る
。﹁
オ
ー
ス
ト
リ
ア
憲
法
は
、
つ
ぎ
の
完
全
な
実
現
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
す
べ
て

の
実
質
的
法
律
は
形
式
的
法
律
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。形
式
的
法
律
に
お
い
て
執
行
府
へ
の
委
任
が
表
明
さ
れ
て
い
る
場
合
を
の
ぞ
い
て
。

そ
し
て
法
的
構
成
に
対
す
る
そ
の
よ
う
な
委
任
の
意
味
が
認
め
ら
れ
る
か
ぎ
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
憲
法
も
ま
た
法
規
の
不
可
避
的
形
式
は
法

律
で
あ
る
（D

ie notw
endige F

orm
 des R

echtssatzes das G
esetz ist

）
と
い
う
ド
グ
マ
の
例
示
に
奉
仕
す
る
の
で
あ
る
﹂。

３　

法
の
動
態
的
考
察

　
﹁
国
法
学
の
主
要
問
題
﹂
に
お
い
て
は
、
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
立
法
が
、
国
家
意
思
の
唯
�
か
つ
絶
対
的
淵
源
と
見
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
ま

た
法
律
の
段
階
に
お
い
て
法
（
国
家
意
思
）
が
す
で
に
完
成
し
て
い
る
と
い
う
ド
グ
マ
に
立
っ
て
い
た
。
し
か
し
メ
ル
ク
ル
の
段
階
説
を
承

継
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
法
秩
序
は
法
内
在
的
法
則
に
よ
っ
て
変
化
を
う
け
る
自
動
的
統
�
体
系
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

高
橋
教
授
は
ケ
ル
ゼ
ン
の
こ
の
静
態
的
考
察
か
ら
動
態
的
考
察
へ
の
推
移
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
表
現
す
る）
₁₇
（

。

　
﹁
最
初
﹃
主
要
問
題
﹄
で
は
法
思
惟
の
︽
統
�
︾
は
法
規
に
求
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
�
切
の
法
現
象
が
そ
こ
へ
と
還
元
さ
れ
る
﹃
法
規
﹄

二
〇
四
三
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の
統
�
と
は
実
は
全
体
的
統
�
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
単
�
性
と
い
う
意
味
で
の
統
�
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
動
態
的
考
察
を
行
う
に
至
っ
た
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
法
思
惟
の
統
�
を
今
度
は
根
本
規
範
の
﹃
統
�
﹄
に
も
と
め
た
。
根
本

規
範
の
﹃
統
�
﹄
は
同
時
に
﹃
全
体
﹄
の
法
秩
序
の
統
�
を
意
味
す
る
﹂。

　
﹁
動
態
的
原
理
と
し
て
の
根
本
規
範
は
形
式
的
な
垂
直
段
階
を
授
権
連
関
の
規
則
を
も
っ
て
統
�
す
る
全
体
的
法
秩
序
の
基
礎
で
あ
る
の

に
対
し
て
、
静
態
的
原
理
と
し
て
の
法
規
は
、
か
か
る
形
式
的
全
体
秩
序
を
水
平
に
切
断
す
る
と
き
に
各
段
階
の
内
部
に
現
れ
う
る
帰
属
関

係
と
し
て
、
法
秩
序
内
に
あ
っ
て
、
法
規
範
た
る
性
質
を
保
持
す
る
最
小
の
単
位
で
あ
る
﹂。

　

ケ
ル
ゼ
ン
は
こ
の
思
考
の
推
移
を
﹁
国
法
学
の
主
要
問
題
﹂
第
二
版
序
文
に
お
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る）
₁₈
（

。

　
﹁
法
の
純
粋
理
論
が
最
初
﹃
主
要
問
題
﹄
に
お
い
て
着
想
さ
れ
て
以
後
蒙
っ
た
重
要
な
変
化
は
、
同
書
が
基
本
的
に
唯
�
の
方
法
と
み
な

し
て
い
た
静
態
的
な
法
認
識
を
補
充
す
る
も
の
と
し
て
動
態
的
考
察
を
付
加
し
た
こ
と
で
あ
る
﹂。

　
﹁
�
般
的
規
範
と
個
別
的
規
範
を
静
態
的
に
、
後
者
が
前
者
に
、
い
わ
ば
く
る
み
の
果
が
殻
に
入
っ
て
い
る
よ
う
な
仕
方
で
含
ま
れ
て
い

る
と
い
う
よ
う
に
考
え
て
、
体
系
を
�
元
化
し
よ
う
と
す
る
訳
に
は
い
く
ま
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
個
別
的
規
範
の
内
容
は
、
前
提
上
当
然
に
�

般
規
範
の
内
容
に
ふ
く
ま
れ
な
い
多
く
の
も
の
を
含
む
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
に
動
態
的
観
点
を
持
ち
込
ま
ざ
る
を
え
な

い
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
も
と
め
ら
れ
て
き
た
統
�
性
は
、
法
創
造
の
ル
ー
ル
の
統
�
性
で
し
か
あ
り
え
な
い
の
で
あ
る
。
こ

う
し
て
法
創
造
自
体
が
法
命
題
の
内
容
た
る
法
的
事
象
と
考
え
ら
れ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
﹂。

　
﹁
た
し
か
に
法
は
自
己
の
内
容
を
拡
充
す
る
法
創
造
を
も
自
ら
規
制
の
対
象
と
な
し
う
る
。
い
な
、
法
創
造
過
程
を
自
ら
規
律
し
う
る
こ

と
こ
そ
法
の
特
徴
だ
と
い
う
こ
と
さ
え
で
き
る
。
し
か
し
な
お
看
過
す
べ
き
で
な
い
の
は
、
最
初
の
法
規
範
の
創
造
を
規
律
す
る
そ
れ
以
上

上
位
の
法
規
範
は
論
理
上
あ
り
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
他
の
法
規
範
を
成
立
さ
せ
る
法
創
造
の
ル
ー
ル
、
全
体
系
の
統

�
性
を
基
礎
づ
け
る
至
高
の
ル
ー
ル
と
し
て
根
本
規
範
（G

rundnorm

）
が
存
在
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
根
本
規
範
は
と
う
ぜ
ん
法
規

二
〇
四
四
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範
と
し
て
設
定
（setzen

）
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
前
提
（voraussetzen

）
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
根
本
規
範
の
創
造
は
法
体
系
外
の

事
象
と
し
て
み
な
す
べ
き
も
の
で
あ
る
﹂。

　

ケ
ル
ゼ
ン
の
﹁
オ
ー
ス
ト
リ
ア
憲
法
に
お
け
る
ラ
イ
ヒ
法
と
ラ
ン
ト
法
（R

eichsgesetz und L
andesgesetz nach österreichischer 

V
erfassung

）﹂（
�
九
�
四
年
）
は
、
根
本
規
範
の
概
念
を
、
法
規
範
の
統
�
性
を
基
礎
づ
け
る
前
提
と
し
て
明
示
し
た
。
た
だ
し
、
の
ち

に
展
開
し
た
﹁
法
論
理
的
意
味
の
憲
法
﹂
と
し
て
の
根
本
規
範
と
実
定
法
的
意
味
の
憲
法
と
の
区
別
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
根
本
規
範
は
法

論
理
的
意
味
で
の
憲
法
で
あ
る
と
い
う
思
想
は
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
フ
ェ
ア
ド
ロ
ス
の
�
九
�
六
年
の
論
文
に
お
い
て
発
展
を
み
た
も
の
で

あ
る
。
同
論
文
は
、
そ
れ
を
自
然
科
学
に
お
け
る
仮
説
と
の
類
比
に
お
い
て
、
実
定
法
と
い
う
素
材
に
関
す
る
仮
説
だ
と
し
て
い
る
。

　

レ
オ
ニ
ダ
ス
・
ピ
タ
ミ
ッ
ク
も
﹁
法
学
の
思
考
経
済
的
諸
問
題
﹂（
�
九
�
八
年
）
に
お
い
て
、
法
学
的
認
識
の
内
容
と
し
て
の
根
本
規

範
の
内
容
に
立
ち
入
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
法
秩
序
が
法
規
範
生
成
の
秩
序
（ein genetisches System

）
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
法
秩
序
を
憲
法
か
ら
法
律
、
命
令
そ

の
他
の
中
間
段
階
を
経
て
個
々
の
執
行
行
為
へ
と
段
階
的
に
具
体
化
す
る
も
の
と
し
て
描
い
た
の
は
、
ア
ド
ル
フ
・
メ
ル
ク
ル
の
功
績
で
あ

る
。
か
れ
は
�
連
の
著
作
に
お
い
て
、
こ
の
法
段
階
説
、
法
動
態
論
を
も
っ
て
、
法
（R

echt

）
は
、
�
般
的
法
律
の
中
に
の
み
存
在
す
る

と
い
う
、
な
お｢

主
要
問
題
﹂
が
固
守
し
て
い
た
先
入
観
に
挑
戦
し
、
立
法
と
執
行
、
法
創
造
と
法
適
用
、
�
般
規
範
と
個
別
規
範
、
抽
象

規
範
と
具
体
的
規
範
と
い
う
、
絶
対
的
に
ま
で
固
定
さ
れ
て
い
た
対
立
を
相
対
化
し
た
の
で
あ
る
。﹁
私
は
、
メ
ル
ク
ル
と
フ
ェ
ア
ド
ロ
ス

の
業
績
を
基
礎
と
し
て
、
の
ち
の
著
作
に
お
い
て
、
こ
の
法
段
階
説
を
法
の
純
粋
理
論
の
体
系
の
本
質
的
要
素
に
と
り
い
れ
た
の
で
あ
っ
た
﹂

と
ケ
ル
ゼ
ン
は
い
う
。

　

ケ
ル
ゼ
ン
は
�
九
二
�
年
の
﹁
�
般
国
家
学
﹂
の
中
で
も
同
じ
く
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る）
₁₉
（

。

　
﹁
法
創
設
の
全
過
程
は
段
階
的
に
増
大
し
て
い
く
。
法
の
個
別
化
お
よ
び
具
体
化
の
系
列
と
し
て
現
れ
る
。
法
は
決
し
て
普
通
に
想
定
さ

二
〇
四
五
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ケ
ル
ゼ
ン
の
法
秩
序
段
階
構
造
論

れ
る
よ
う
に
法
律
の
形
式
に
お
い
て
の
み
、
�
範
的
規
範
の
段
階
に
お
い
て
の
み
与
え
ら
れ
て
は
い
な
い
。﹃
法
律
﹄
は
法
秩
序
の
唯
�
の

段
階
で
も
、
最
高
の
段
階
で
も
な
い
。
こ
れ
は
近
時
の
も
っ
と
も
功
績
の
多
い
�
理
論
が
、
初
め
て
法
秩
序
の
段
階
的
構
造
と
い
う
重
要
な

認
識
と
同
時
に
確
認
し
た
こ
と
で
あ
る
（
メ
ル
ク
ル
）﹂。

（
１
）　B

öckenförde, G
esetz. S.226 ff.

こ
の
本
は
二
重
法
律
概
念
とA

lbert H
aenel

ら
の
そ
の
批
判
そ
し
てO

tto M
ayer

の
統
合
論
ま
で
紹
介
す
る
。
残
念
な
が
ら
ワ
イ
マ

ー
ル
憲
法
下
の
法
律
概
念
論
争
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
�
九
二
七
年
、
�
九
二
八
年
の
公
法
学
会
で
の
論
争
は
個
別
に
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
ばH

erm
ann 

H
eller

の
＂D

er B
egriff des G

esetzes in D
er R

eichsverfassung

＂

は
か
れ
のG

esam
m

elte Schriften. Z
w

eiter B
and S.205 ff.

（1971

）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）　

宮
沢
俊
義
教
授
は
﹁
法
規
は
全
く
歴
史
的
・
習
俗
的
概
念
で
あ
る
。
他
の
言
葉
で
い
え
ば
、
そ
れ
は
全
く
法
律
史
的
概
念
で
あ
る
﹂
と
い
う
。
そ
し
て
ト
マ
（T

hom
a

）
の

つ
ぎ
の
言
葉
を
援
用
す
る
。﹁﹃
法
規
﹄
概
念
を
理
論
的
、
論
理
的
、
哲
学
的
に
構
成
し
う
る
と
考
え
る
ほ
ど
誤
れ
る
も
の
は
な
い
。
こ
の
誤
り
が
有
力
な
公
法
学
者
を
無
益
な

論
争
に
陥
れ
た
。
法
規
概
念
は
歴
史
的
、
習
俗
的
に
そ
し
て
単
に
記
述
的
（
ベ
ン
シ
ュ
ラ
イ
ベ
ン
ト
）
に
定
義
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
﹂。
宮
沢
俊
義
﹁
立
法
・
行
政
両
機

関
の
間
の
権
限
分
配
の
原
理
﹂（﹁
憲
法
の
原
理
﹂
所
収
）
�
七
〇
頁
以
下
。

（
３
）　

田
上
穣
治
﹁
憲
法
に
お
け
る
法
律
の
意
義
﹂（﹁
法
律
に
よ
る
行
政
﹂
所
収
）
�
�
頁
。

（
４
）　L

aband, ＂D
as Staatsrecht des deutschen R

eichs
＂: 2B

d. S.1 ff.

（
５
）　L

abannd, a.a.O
., S.64.

ラ
ー
バ
ン
ト
は
こ
の
頁
の
脚
注
で
�
七
八
九
年
の
フ
ラ
ン
ス
の﹁
人
権
お
よ
び
市
民
権
宣
言
﹂第
六
条
の﹁
法
律
は
�
般
意
志
の
表
明
で
あ
る
﹂と
、

ポ
ル
タ
リ
ス
の
﹁
法
律
は
共
通
の
利
益
の
対
象
に
つ
い
て
の
主
権
者
の
意
志
の
厳
粛
な
宣
言
で
あ
る
﹂
を
引
用
し
て
い
る
。

（
６
）　L

aband, a.a.O
., S.73.

（
７
）　B

öckenförde, G
esetz. S.233.

（
８
）　B

öckenförde, G
esetz. S.240.

（
9
）　

ケ
ル
ゼ
ン
前
掲
書
﹁
法
学
論
﹂
�
四
�
頁

（
10
）　

こ
の
本
は
�
九
�
�
年

－

�
九
�
七
年
に
﹁
世
界
大
思
想
全
集
﹂
の
�
巻
と
し
て
﹁
国
法
学
の
主
要
問
題
﹂
と
題
し
翻
訳
出
版
さ
れ
て
い
る
。
翻
訳
者
は
上
巻
は
蝋
山
芳
郎

氏
で
あ
り
、
中
巻
と
下
巻
の
�
は
武
井
武
夫
氏
で
あ
る
。

（
11
）　

長
尾
龍
�
﹁
ケ
ル
ゼ
ン
の
周
辺
﹂
二
六
頁
。

二
〇
四
六



（　
　
　
　

）

ケ
ル
ゼ
ン
の
法
秩
序
段
階
構
造
論

同
志
社
法
学　

六
四
巻
七
号�

二
一

（
12
）　

長
尾
﹁
前
掲
書
﹂
�
九
六
頁
。

（
13
）　

黒
田
覚
﹁
ケ
ル
ゼ
ン
の
学
説
よ
り
見
た
る
形
式
的
法
律
と
実
質
的
法
律
﹂
法
学
論
叢
十
四
巻
�
号
九
〇
頁
以
下
。
こ
の
論
文
は
ケ
ル
ゼ
ン
の
﹁H

auptproblem
e

﹂S.xx .1

の
＂D

as G
esetz in m

ateriellen und form
ellen Sinne

＂

を
対
象
と
す
る
。

（
14
）　

黒
田
﹁
前
掲
論
文
﹂
九
九
頁
。

（
15
）　

黒
田
﹁
前
掲
論
文
﹂
�
二
�
頁
。

（
16
）　K

elsen,Z
ur L

ehre vom
 G

esetz im
 form

ellen und m
ateriellen Sinn, m

it besonderer B
erücksichtigung der österreichischen V

erfassung.

（D
ie W

iener 

rechtstheoretische Schule B
d. 2, S. 1533 ff.

）

（
17
）　

高
橋
広
次
﹁
ケ
ル
ゼ
ン
法
学
と
構
造
﹂
二
七
七
頁
。

（
18
）　

ケ
ル
ゼ
ン
﹁
法
学
論
﹂
�
七
〇
頁⊖

�
七
四
頁
。

（
19
）　

ケ
ル
ゼ
ン
﹁
�
般
国
家
学
﹂
清
宮
訳
�
八
九
頁
。

�　

法
秩
序
段
階
構
造
論

１　

法
秩
序
の
構
造

　

法
秩
序
を
段
階
的
に
構
築
し
よ
う
と
す
る
努
力
は
ヘ
ネ
ル
、
ビ
ヤ
リ
ン
グ
ら
も
こ
こ
ろ
み
て
い
た
が
、
か
れ
ら
の
段
階
説
は
現
実
の
法
的

現
象
の
認
識
の
成
果
で
あ
っ
て
法
認
識
論
的
基
礎
を
も
た
な
い
点
で
ウ
ィ
ン
学
派
の
法
的
段
階
説
と
区
別
さ
れ
る
。

　

法
秩
序
段
階
説
は
ウ
ィ
ン
学
派
の
根
本
課
題
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
同
�
で
は
な
い
が
﹁
単
�
段
階
的
に
法
律
に
お
い
て
法
が
完
成
し
て

い
る
と
す
る
ド
グ
マ
﹂（D

ogm
a von einstufigen im

 G
esetz fertigen R

echte

）
を
排
斥
し
、
法
律
を
法
秩
序
の
�
段
階
と
し
、
そ
の

他
の
段
階
の
法
の
存
在⊖

憲
法
、
命
令
、
個
別
的
法
作
用
等⊖

を
認
識
し
、
こ
れ
ら
の
段
階
的
連
続
に
よ
り
、
法
内
容
が
次
第
に
具
体
化
さ
れ

る
と
主
張
す
る
こ
と
に
お
い
て
同
�
の
傾
向
を
持
つ）

1
（

。

二
〇
四
七



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
四
巻
七
号�

二
二

ケ
ル
ゼ
ン
の
法
秩
序
段
階
構
造
論

　

ケ
ル
ゼ
ン
の
段
階
説
は
メ
ル
ク
ル
の
段
階
説
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

菅
野
教
授
は
Ｏ
・
ビ
ュ
ロ
ー
、
Ａ
・
ヘ
ネ
ル
、
Ｅ
・
Ｒ
・
ビ
ヤ
リ
ン
グ
ら
を
先
駆
者
と
す
る
法
段
階
説
の
完
成
者
と
し
て
ア
ド
ル
フ
・
メ

ル
ク
ル
を
評
価
し
、
か
れ
の
段
階
説
を
主
と
し
て
﹁D

ie L
ehre von der R

echtskraft

（1925

）﹂
に
よ
っ
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
解
説
す
る）

2
（

。

　

ま
ず
、
そ
の
図
式
は
�
个
の
﹁
始
原
規
範
と
・
・
・
こ
こ
か
ら
導
出
さ
れ
る
諸
規
範
と
の
二
个
の
法
形
式
を
も
ち
、
そ
こ
に
も
既
に
二
つ

の
法
形
式
、
制
約
的
法
形
式
と
被
制
約
的
の
そ
れ
（ein bedingende u. eine bedingte

）
と
の
分
化
が
み
と
め
ら
れ
る
﹂。

　
﹁
こ
の
よ
う
な
単
純
な
構
造
の
法
体
系
で
す
ら
、
か
の
・
・
・
論
理
的
構
造
、
比
喩
的
に
は
上
位
の
法
現
象
と
下
位
の
そ
れ
と
の
階
層

⋮
⋮
と
か
段
階
系
列
⋮
⋮
と
か
名
づ
け
る
こ
と
の
で
き
る
制
約
的
現
象
と
被
制
約
的
現
象
と
の
二
元
性
⋮
⋮
を
示
す
。
し
た
が
っ
て
階
層
的

構
造
は
法
に
と
っ
て
本
質
的
と
い
う
こ
と
に
な
る
﹂。

　
﹁
近
代
国
家
に
お
け
る
諸
法
形
式
は
た
だ
に
多
様
に
分
化
し
て
い
る
に
止
ま
ら
ず
、
こ
の
分
化
に
際
し
て
［
同
時
に
］
多
段
階
化
せ
る

⋮
⋮
類
型
的
法
現
象
も
し
く
は
国
家
行
為
の
�
群
か
ら
組
成
さ
れ
て
い
る
。
始
原
規
範
と
終
局
の
執
行
行
為
と
の
間
に
通
例
み
ら
れ
る
中
間

肢
群
は
、
憲
法
、
法
律
、
命
令
、
い
わ
ゆ
る
私
法
上
の
法
律
行
為
、
公
法
上
の
法
律
行
為
と
い
っ
た
語
で
表
示
さ
れ
る
﹂。

　
﹁
諸
法
形
式
中
、
始
原
規
範
は
専
ら
制
約
者
で
あ
っ
て
そ
れ
自
身
被
制
約
者
と
な
る
こ
と
が
な
い
し
、
最
下
位
の
法
規
範
は
逆
に
専
ら
他

の
法
形
式
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
る
の
み
で
あ
っ
て
、
他
の
法
形
式
に
対
し
て
制
約
者
と
な
る
こ
と
が
な
い
が
、
こ
の
両
者
の
中
間
に
位
す
る

法
諸
形
式
は
﹃
制
約
者
で
あ
る
と
共
に
被
制
約
者
﹄
で
あ
る
﹂。

　
﹁
い
わ
ば
法
世
界
の
極
点
で
あ
る
必
要
的
法
形
式
は
単
に
制
約
的
か
、
も
し
く
は
単
に
被
制
約
的
で
あ
る
が
、
こ
の
両
極
点
間
に
挿
入
さ

れ
る
可
能
的
法
形
式
の
方
は
制
約
的
で
あ
る
と
共
に
被
制
約
的
で
も
あ
る
﹂。

　
﹁
こ
う
し
た
﹃
ヤ
ヌ
ス
の
頭
に
似
た
二
重
性
格
﹄
を
有
す
る
可
能
的
諸
法
形
式
は
、
法
の
階
層
の
上
限
と
下
限
と
か
ら
の
距
り
に
よ
っ
て

相
互
に
区
別
さ
れ
う
る
に
止
ま
る
﹂。

二
〇
四
八



（　
　
　
　

）

ケ
ル
ゼ
ン
の
法
秩
序
段
階
構
造
論

同
志
社
法
学　

六
四
巻
七
号�

二
三

　

純
粋
法
学
の
発
展
に
た
い
す
る
段
階
論
へ
の
メ
ル
ク
ル
の
業
績
は
ま
ず
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
﹁
国
法
学
の
主
要
問
題
﹂
第
�
版
で
固
執
さ
れ
て

い
た
偏
見
の
克
服
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
�
般
的
法
律
に
お
い
て
の
み
包
含
さ
れ
る
法
の
相
対
化
、
法
律
と
執
行
の
絶
対
的
意
味
に
お
け
る
硬

直
化
し
た
矛
盾
、
法
生
産
と
法
適
用
、
�
般
的
と
個
別
的
、
抽
象
的
と
具
体
的
規
範
の
絶
対
化
に
お
け
る
硬
直
し
た
矛
盾
の
そ
れ
ぞ
れ
の
相

対
化
、
克
服
で
あ
る
。

　

つ
ぎ
に
メ
ル
ク
ル
の
ケ
ル
ゼ
ン
に
対
す
る
影
響
は
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
静
態
的
法
理
論
か
ら
動
態
的
法
理
論
に
前
進
す
る
よ
う
に
誘
っ
た
こ
と

で
あ
る
。
ケ
ル
ゼ
ン
は
﹁
主
要
問
題
﹂
第
�
版
で
、
法
秩
序
の
観
念
を
休
息
し
て
い
る
�
般
規
範
の
体
系
と
し
て
、
同
様
に
、
法
領
域
を
た

だ
不
十
分
に
理
解
さ
れ
た
﹁
法
律
は
法
規
の
総
体
で
あ
る
﹂（dss G

esetz ＂der Inbegriff der R
echtssatz

＂ sei

）
と
す
る
見
解
を
も
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。

　

法
秩
序
は
�
般
的
の
み
な
ら
ず
、
個
別
的
法
行
為
も
包
括
す
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
国
家
の
抽
象
的
意
思
表
示
の
み
な
ら
ず
、
又
そ
の
増

大
す
る
具
体
的
行
為
も
法
性
質
を
も
つ
。
法
秩
序
は
�
般
的
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
個
別
的
法
規
範
も
包
含
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

よ
う
な
見
解
が
、
メ
ル
ク
ル
の
法
動
態
論
の
段
階
論
に
よ
っ
て
ウ
ィ
ン
学
派
の
基
礎
の
�
つ
と
な
る
の
で
あ
る）

3
（

。

　

ケ
ル
ゼ
ン
は
法
段
階
説
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
す
る）

4
（

。

　

法
は
秩
序
と
し
て
存
在
す
る
。
秩
序
と
し
て
の
法
す
な
わ
ち
法
秩
序
は
法
規
範
の
体
系
で
あ
る
。

　
﹁
あ
る
規
範
は
�
定
の
方
法
で
す
な
わ
ち
、
他
の
規
範
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
方
法
で
生
産
さ
れ
た
ゆ
え
に
妥
当
し
、
そ
の
限
り
に
お
い

て
妥
当
す
る
か
ら
、
こ
の
後
の
規
範
は
前
の
規
範
の
妥
当
根
拠
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
。
他
の
規
範
の
生
産
（E

rzeugung

）
を
規
定
す
る

規
範
と
こ
の
規
定
に
従
つ
て
生
産
さ
れ
た
規
範
と
の
関
係
は
上
級
秩
序
と
下
級
秩
序
と
い
う
空
間
的
図
形
に
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。法
、

法
秩
序
は
同
位
に
並
ん
で
い
る
法
規
範
の
体
系
で
は
な
く
て
、
法
規
範
の
種
々
の
層
（Schichten

）
か
ら
成
る
段
階
的
秩
序

（Stufenordnung

）
で
あ
る
。
�
つ
の
規
範
の
生
産
と
そ
の
妥
当
性
が
他
の
規
範
に
還
元
さ
れ
、
最
後
に
根
本
規
範
、
仮
説
的
根
本
原
則

二
〇
四
九



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
四
巻
七
号�

二
四

ケ
ル
ゼ
ン
の
法
秩
序
段
階
構
造
論

に
帰
着
す
る
。
根
本
規
範
が
法
の
生
産
連
関
の
統
�
を
設
立
す
る
﹂。

　

こ
こ
に
法
の
生
産
連
関
が
生
ず
る
。
し
か
し
な
が
ら
﹁
法
の
生
産
連
関
と
は
、
上
級
規
範
が
各
段
階
の
法
定
立
機
関
に
立
法
す
る
よ
う
授

権
す
る
限
り
、
授
権
連
関
に
他
な
ら
な
い
﹂）

5
（

。

　
﹁
国
家
作
用
は
法
作
用
で
あ
る
。
国
家
作
用
は
法
創
設
作
用
＝
段
階
的
に
進
行
す
る
規
範
定
立
過
程
で
あ
る
。
伝
統
的
学
説
が
、
国
家
の

�
権
力
又
は
�
作
用
と
し
て
あ
げ
る
も
の
は
、
実
定
法
的
形
態
に
よ
っ
て
、
と
く
に
、
区
別
し
て
設
け
ら
れ
た
、
法
創
造
過
程
の
相
対
的
静

止
点
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
右
以
外
に
な
ん
ら
か
の
政
治
的
に
重
要
な
そ
れ
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
段
階
構
造
は
、
自
己
運
動
に
お
け
る
法
秩

序
の
統
�
を
基
礎
づ
け
る
根
本
規
範
に
終
止
し
て
い
る
。

　

根
本
規
範
は
、
ま
ず
第
�
に
、
法
を
創
設
す
る
機
関
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
法
論
理
的
意
味
に
お
け
る
憲
法
を
成
す
。
そ
の
よ
う

に
し
て
創
定
さ
れ
た
立
法
者
が
、
立
法
自
体
を
規
制
す
る
規
範
を
定
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
の
段
階
と
し
て
実
定
法
的
意
味
に
お
け
る

憲
法
が
成
立
す
る
。
け
れ
ど
も
、﹁
国
憲
﹂
す
な
わ
ち
、
個
別
国
家
的
法
秩
序
の
構
成
、
そ
の
統
�
の
基
礎
づ
け
は
、
も
と
も
と
、
法
論
理

的
意
味
に
お
け
る
憲
法
と
指
称
さ
れ
る
、
条
定
は
さ
れ
な
い
（nicht gesatzten

）
で
、
た
ん
に
前
提
さ
れ
た
根
本
規
範
に
お
い
て
存
す

る
）
6
（

。﹂

　
﹁
根
本
規
範
は
ま
た
国
家
の
同
�
性
の
基
礎
で
あ
る
。
憲
法
の
変
更
が
、
ど
ん
な
に
重
大
で
あ
っ
て
も⊖

そ
れ
が
憲
法
改
正
手
続
き
に
よ
り

法
適
合
的
に
行
わ
れ
る
な
ら
ば⊖

変
更
さ
れ
た
憲
法
と
と
も
に
新
国
家
が
誕
生
す
る
の
で
は
な
い
。
た
だ
憲
法
の
変
更
が
、
憲
法
の
破
壊
と

し
て
行
わ
れ
る
時
、
す
な
わ
ち
、⊖

そ
れ
を
有
効
と
み
な
す
た
め
に
は
、⊖
旧
憲
法
の
基
礎
を
成
し
て
い
た
根
本
規
範
以
外
の
根
本
規
範
を
前

提
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
に
の
み
、
新
国
家
を
語
り
う
る
﹂）

7
（

。

　

つ
ぎ
に
ケ
ル
ゼ
ン
は
法
段
階
説
に
お
け
る
上
位
規
範
と
下
位
規
範
と
の
関
係
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
述
す
る）

8
（

。

　
﹁
根
本
規
範
か
ら
、
実
定
法
的
意
味
に
お
け
る
憲
法
を
越
え
て
、
法
律
、
命
令
お
よ
び
個
別
的
法
行
為
へ
と
及
ぶ
法
創
設
段
階
の
系
列
は
、

二
〇
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存
在
要
件
と
規
範
と
の
独
特
な
並
行
に
よ
っ
て
特
色
づ
け
ら
れ
る
。
上
位
段
階
の
規
範
は⊖

そ
の
内
容
の
構
成
部
分
と
し
て⊖

下
位
段
階
の
法

の
創
設
と
し
て
通
用
す
べ
き
要
件
を
画
定
す
る
。
法
過
程
が
進
行
す
る
た
め
に
は
、
上
位
段
階
の
規
範
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
要
件
が
実
際

に
定
立
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
議
会
の
議
決
が
事
実
上
な
さ
れ
、
君
主
の
意
思
表
現
、
裁
判
官
の
判
決
な
ど
が
実
際
に
行
わ
れ
、
要
す

る
に
、下
位
段
階
の
規
範
を
支
担
（tragen

）
す
る
物
理
的⊖

心
理
的
行
為
が
定
立
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
創
設
行
為
そ
の
も
の
は
、

上
位
段
階
の
規
範
か
ら
、
法
創
設
要
件
と
し
て
の
そ
の
特
殊
な
品
質
（Q

ualification

）
を
与
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
支
担
さ
れ
た
規

範
は
、
さ
ら
に
、
よ
り
下
位
の
段
階
の
規
範
創
設
要
件
を
品
質
づ
け
る
。
上
位
段
階
に
対
し
て
、
要
件
で
あ
る
も
の
は
、
下
位
段
階
に
対
し

て
は
規
範
と
し
て
現
れ
る
。
�
方
に
お
い
て
、
最
上
位
に
位
し
、
理
論
上
前
提
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
要
件
と
し
て
定
立
さ
れ
な
い
根
本
規

範
と
、
個
別
化
さ
れ
た
規
範
が
よ
っ
て
も
っ
て
執
行
さ
れ
る
最
後
の
行
為
と
は
、
純
粋
規
範
（
上
位
に
向
か
っ
て
は
も
は
や
要
件
で
な
い
も

の
）
と
純
粋
要
件
（
下
部
に
向
か
っ
て
は
も
は
や
規
範
で
な
い
も
の
）
と
の
両
極
限
で
あ
る
﹂。

　

段
階
構
造
論
の
基
礎
に
あ
る
疑
問
は
、
規
範
の
多
元
性
の
統
�
を
基
礎
づ
け
る
の
は
な
に
か
で
あ
る
。

　

ケ
ル
ゼ
ン
は
﹁
純
粋
法
学
﹂
第
二
版
に
お
い
て
も
同
じ
よ
う
に
い
う）

9
（

。﹁
法
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
性
格
に
お
い
て
あ
る
規
範
は
、
そ
れ
が

�
定
の
、
す
な
わ
ち
、
他
の
規
範
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
仕
方
で
生
産
さ
れ
る
の
で
、
そ
し
て
生
産
さ
れ
る
か
ぎ
り
、
妥
当
す
る
の
で
、
後

者
は
前
者
の
た
め
に
直
接
的
な
妥
当
根
拠
を
意
味
す
る
。
他
の
規
範
の
生
産
を
規
律
す
る
も
の
と
決
定
的
な
仕
方
で
生
産
さ
れ
た
規
範
と
の

間
の
関
係
は
、
上
級
の
秩
序
と
下
級
の
秩
序
の
空
間
的
図
式
に
お
い
て
描
き
だ
さ
れ
る
。
生
産
を
規
律
す
る
も
の
は
よ
り
高
次
で
あ
り
、
決

定
的
な
仕
方
で
生
産
さ
れ
た
も
の
は
低
次
の
規
範
で
あ
る
。
法
秩
序
は
同
等
に
秩
序
づ
け
ら
れ
た
並
列
し
て
存
在
し
て
い
る
法
規
範
の
体
系

で
は
な
く
て
、
法
規
範
の
異
な
っ
た
階
層
の
段
階
的
構
造
で
あ
る
。
そ
の
統
�
性
は
つ
ぎ
の
関
係
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
あ

る
他
の
規
範
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
る
規
範
の
妥
当
性
は
こ
の
他
の
規
範
に
依
拠
し
、
こ
の
他
の
規
範
は
他
の
も
の
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

遡
及
す
る
と
、
最
終
的
に
は
、
仮
定
さ
れ
た
根
本
規
範
に
つ
な
が
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
仮
定
さ
れ
た
根
本
規
範
が
、
こ
の
生
産
関
係

二
〇
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こ
の
見
解
か
ら
ケ
ル
ゼ
ン
に
と
っ
て
は
法
生
産
と
法
適
用
の
対
立
の
相
対
性
の
見
解
が
生
じ
る
の
で
あ
る）
₁₀
（

。

　

ケ
ル
ゼ
ン
に
と
っ
て
は
、﹁
法
適
用
は
同
時
に
法
生
産
で
あ
り
、
両
概
念
は
伝
統
的
理
論
で
主
張
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
絶
対
的
対
立
と

し
て
叙
述
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
法
生
産
行
為
と
法
適
用
行
為
を
識
別
す
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
根
本
規
範
の
仮
定
と

強
制
行
為
の
執
行
の
極
端
な
場
合
を
度
外
視
し
て
、
す
べ
て
の
法
行
為
は
同
時
に
よ
り
上
級
の
規
範
の
適
用
で
あ
り
、
こ
の
規
範
に
よ
っ
て

定
め
ら
れ
た
よ
り
下
級
の
規
範
の
生
産
で
あ
る
。人
び
と
が
国
家
的
法
秩
序
を
そ
の
上
に
位
置
す
る
国
際
法
を
考
慮
し
な
い
で
考
察
す
る
と
、

そ
の
時
は
、
根
本
規
範
は
憲
法
の
生
産
を
決
定
す
る
。
そ
の
場
合
そ
れ
自
体
は
よ
り
高
次
の
規
範
の
適
用
で
は
な
い
。
し
か
し
憲
法
の
生
産

は
根
本
規
範
の
適
用
に
お
い
て
生
じ
る
。
憲
法
の
適
用
に
お
い
て
、
立
法
と
慣
習
に
よ
っ
て
�
般
的
規
範
が
生
じ
る
。
こ
の
�
般
的
規
範
の

適
用
に
お
い
て
、
裁
判
所
の
判
決
、
行
政
決
定
に
よ
り
、
個
別
的
規
範
の
生
産
が
生
じ
る
。
た
だ
こ
の
個
別
的
規
範
の
定
め
る
強
制
行
為
の

執
行
だ
け
は
、
そ
れ
を
決
定
す
る
個
別
規
範
の
適
用
に
お
い
て
生
じ
る
も
の
で
、
そ
れ
自
体
は
、
規
範
を
生
産
す
る
こ
と
は
な
い
。
法
適
用

は
、
そ
れ
ゆ
え
、
高
次
の
規
範
に
基
づ
く
下
級
規
範
の
生
産
で
あ
る
か
ま
た
は
規
範
に
定
め
ら
れ
た
強
制
行
為
の
執
行
で
あ
る
﹂。

２　

存
在
と
当
為
の
不
一
致

　

根
本
規
範
と
存
在
と
当
為
の
不
�
致
お
よ
び
両
者
の
理
論
的
関
係
は
純
粋
法
学
の
根
本
的
命
題
で
あ
る
と
い
わ
れ
る）
₁₁
（

。

　
﹁
存
在
と
当
為
の
間
の
論
理
的
区
別
、そ
し
て
�
方
か
ら
他
方
の
領
域
へ
、論
理
的
帰
結
の
方
法
に
お
い
て
到
達
す
る
こ
と
の
不
可
能
性
は
、

純
粋
法
学
の
本
質
的
立
場
の
�
つ
で
あ
る
。﹂
と
ケ
ル
ゼ
ン
は
い
う）
₁₂
（

。

　
﹁
だ
れ
も
つ
ぎ
の
こ
と
を
否
定
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
も
の
は
あ
る⊖
そ
れ
が
存
在
の
事
実
を
も
っ
て
書
か
れ
る
主
張
は
、
本
質
的

に
つ
ぎ
の
主
張
か
ら
区
別
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
も
の
は
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
規
範
を
も
っ
て
書
か
れ
る
主
張
で
あ
る
。
そ

二
〇
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し
て
そ
こ
か
ら
、
あ
る
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
あ
る
も
の
が
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
生
じ
な
い
。
同
様
に
あ
る
も
の

が
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
あ
る
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
生
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
﹂。

　

存
在
と
当
為
の
不
�
致
の
こ
の
公
理
の
段
階
構
造
論
に
対
す
る
意
味
は
明
ら
か
で
あ
る
。
事
実
的
存
在
か
ら
決
し
て
規
範
的
当
為
が
、
当

為
か
ら
い
か
な
る
存
在
も
発
生
し
え
な
い
な
ら
ば
、
あ
る
規
範⊖

当
為
の
領
域
に
属
す
る
も
の
と
し
て⊖

の
妥
当
性
は
つ
ね
に
た
だ
他
の
当
為

す
な
わ
ち
、
他
の
規
範
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
。﹁
あ
る
規
範
の
妥
当
根
拠
は
、
他
の
規
範
の
妥
当
だ
け
で
あ
る
﹂。
そ
れ
と
と
も
に
い
わ
ゆ
る

事
実
の
性
質
（N

atur der Sache

）
ま
た
は
﹁
事
実
的
な
も
の
の
規
範
力
﹂
が
存
在
の
領
域
に
属
す
る
も
の
と
し
て
法
秩
序
段
階
構
造
論

に
お
け
る
法
源
と
し
て
排
除
さ
れ
る
の
で
あ
る）
₁₃
（

。

　
﹁
存
在
と
当
為
の
不
�
致
か
ら
論
理
的
に
は
、
不
可
抗
的
に
、
実
定
法
秩
序
の
最
後
か
つ
最
高
の
妥
当
根
拠
に
つ
い
て
の
問
題
が
同
時
に

出
て
く
る
。
法
的
段
階
の
体
系
に
と
っ
て
、
規
範
の
妥
当
根
拠
と
し
て
のF

aktizität

と
全
法
体
系
が
分
離
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
最
高

の
妥
当
根
拠
の
も
っ
ぱ
ら
規
範
論
理
的
な
基
礎
づ
け
の
理
論
的
不
可
避
性
が
生
じ
る
。
そ
の
さ
い
、
自
然
法
的
体
系
ま
た
は
他
の
形
而
上
的

法
的
要
素
、
神
学
上⊖

形
而
上
の
確
証
構
造
の
よ
う
な
も
の
は
考
察
さ
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、﹃
自
然
の
外
﹄
に
あ
る
か
ら
。
物

と
人
間
の
事
実
的
関
係
か
ら
�
定
の
人
間
の
態
度
を
規
制
す
る
規
範
を
演
繹
す
る
こ
と
は
論
理
的
に
不
可
能
な
探
求
で
あ
る
。
存
在
か
ら
当

為
へ
完
結
さ
せ
る
こ
と
は
論
理
的
に
不
可
能
な
探
求
で
あ
る
﹂。

　

ケ
ル
ゼ
ン
は
、
最
高
の
規
範
段
階
の
本
質
を
決
定
す
る
。
そ
れ
は
あ
る
法
秩
序
に
お
け
る
全
妥
当
導
出
（G

eltungsherleitung

）
の
出

発
点
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
あ
る
法
体
系
の
最
終
妥
当
根
拠
に
つ
い
て
の
探
求
は
無
限
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
最
高
の
規
範
段
階

は
、仮
定
（A

nnahm
e

）
に
依
拠
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
最
上
級
の
実
定
法
的
に
定
め
ら
れ
た
規
範
の
上
に
位
置
す
る
妥
当
根
拠
は
、

そ
の
た
め
に
仮
定
さ
れ
る
こ
の
最
終
的
、
最
高
の
規
範
段
階
の
生
産
根
拠
と
妥
当
根
拠
は
、
も
は
や
よ
り
高
次
の
規
範
か
ら
派
生
さ
れ
え
な

い
の
で
、
ケ
ル
ゼ
ン
は
こ
の
最
高
の
規
範
を
根
本
規
範
と
し
て
特
色
づ
け
て
い
る
。

二
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３　

自
主
的
決
定
権

　

ベ
ー
レ
ン
ト
は
ケ
ル
ゼ
ン
の
段
階
論
に
お
い
て
問
題
と
な
る
の
は
１
根
本
規
範　

２
当
為
と
存
在
の
不
�
致　

３
自
主
的
決
定
権

（autonom
e D

eterm
inante

）
で
あ
る
と
い
う）
₁₄
（

。

　

法
秩
序
の
各
段
階
に
お
け
る
各
機
関
の
自
由
裁
量
の
本
質
に
つ
い
て
は
、
ケ
ル
ゼ
ン
は
す
で
に
﹁
国
法
学
の
主
要
問
題
﹂
第
�
版
で
論
じ

て
い
た
。

　

ケ
ル
ゼ
ン
は
、
段
階
構
造
論
に
お
い
て
、
高
次
の
段
階
の
法
は
低
次
の
段
階
の
法
生
産
を
完
全
に
決
定
す
る
も
の
で
な
く
、
つ
ね
に
下
級

の
段
階
に
お
い
て
、
内
容
的
要
素
が
さ
ら
に
加
わ
わ
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
も
し
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
法
生
産
過
程
に
お
け
る
よ
り
�
層
の
進
歩

は
全
く
可
能
で
な
く
な
り
、
�
層
の
段
階
は
余
分
な
も
の
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
抽
象
的
概
念
と
具
体
的
概
念
と
の
間
に
不
可
避
的
に

内
容
的
相
違
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
よ
り
高
い
そ
し
て
よ
り
深
い
、
法
具
体
化
の
段
階
の
間
の
こ
の
不
可
避
的
相
違
は
、
い
わ
ゆ

る
自
由
裁
量
に
か
ん
す
る
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
は
原
則
的
に
は
行
政
に
お
い
て
も
司
法
に
お
い
て
も
存
在
す
る
。

　

ケ
ル
ゼ
ン
は
司
法
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。

　

裁
判
所
の
法
生
産
機
能
に
お
い
て
、
�
定
の
裁
量
の
余
地
を
残
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
実
定
的
な
�
般
的
法
規
範
が
個
別
化
さ
れ
る

手
続
に
お
い
て
、
�
般
的
法
規
範
を
適
用
す
る
機
関
は
、
つ
ね
に
�
般
的
法
規
範
の
中
に
ま
だ
定
ま
っ
て
い
な
い
、
そ
し
て
定
め
ら
れ
え
な

い
要
因
を
定
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
�
般
的
法
規
範
は
つ
ね
に
枠
（R

ahm
en

）
で
あ
り
、
そ
の
内
部
で
個
別
的
法
規
範
が
生
産
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
枠
は
狭
か
っ
た
り
広
か
っ
た
り
す
る
。
実
定
的
な
�
般
規
範
が
、
た
だ
、
個
別
的
法
規
範
に
生
産
へ
の
授
権
だ
け
を

そ
の
内
容
な
し
に
前
も
っ
て
定
め
る
と
き
は
、
も
っ
と
も
そ
の
幅
が
広
い
。

　

ケ
ル
ゼ
ン
は
補
足
し
て
い
う）
₁₅
（

。

　

自
主
的
決
定
権
の
法
機
構
は
、
結
局
は
、
根
本
規
範
テ
ー
ゼ
の
中
に
組
織
的
に
お
か
れ
て
お
り
、
そ
し
て
そ
の
中
に
ま
た
理
論
的
に
基
礎

二
〇
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づ
け
ら
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
純
粋
法
学
の
根
本
規
範
は
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
タ
イ
プ
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
は
た
だ
法
体
系
に
妥
当
だ

け
を
基
礎
づ
け
な
が
ら
、
そ
の
法
体
系
の
最
高
の
妥
当
根
拠
と
し
て
前
提
さ
れ
る
。

　

そ
し
て
こ
の
規
範
体
系
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
い
か
な
る
種
類
の
説
明
も
な
さ
れ
ず
、
法
現
象
の
実
定
的
形
成
は
、
完
全
に
実
定
法
生
産

に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
必
然
的
に
法
は
主
観
的
裁
量
を
決
定
的
要
素
と
す
る
こ
と
な
し
に
は
根
本
的
か
つ
法
本
質
的
に
全
く
考
え

ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
生
ず
る
。

　

根
本
規
範
か
ら
生
じ
、
も
っ
と
も
近
く
か
つ
高
い
実
定
法
的
規
範
段
階⊖

普
通
は
憲
法⊖

が
根
本
規
範
に
関
連
し
て
完
全
な
自
治
的
決
定
権

を
も
つ
。
そ
れ
は
根
本
規
範
に
よ
っ
て
、
い
か
な
る
仕
方
に
お
い
て
も
実
質
的
に
決
定
さ
れ
て
い
な
い
。
法
的
決
定
と
法
外
的
決
定
の
関
係

が
そ
の
と
き
に
法
秩
序
の
よ
り
�
層
の
法
段
階
を
通
じ
て
発
展
す
る
。
そ
し
て
規
範
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
は
、
法
外
的
秩
序
可
能
性
の
対
向
ピ
ラ
ミ

ツ
ド
に
あ
き
ら
か
に
対
応
し
て
い
る
。

　

メ
ル
ク
ル
の
種
々
の
法
現
象
を
段
階
論
の
体
系
の
中
に
お
い
て
発
生
的
（genetisch

）
関
係
と
す
る
法
動
態
的
認
識
は
、
ケ
ル
ゼ
ン
に

影
響
を
あ
た
え
た
が
、
ケ
ル
ゼ
ン
は
メ
ル
ク
ル
を
超
え
て
、
存
在
と
当
為
の
関
係
の
テ
ー
ゼ
に
も
力
を
そ
そ
い
で
い
る）
₁₆
（

。

　

ケ
ル
ゼ
ン
は
前
述
の
よ
う
に
、
存
在
と
当
為
と
の
不
�
致
テ
ー
ゼ
（D

isparitätsthese

）
を
主
張
す
る
。
規
範
の
妥
当
根
拠
が
、
つ
ね

に
た
だ
他
の
規
範
で
あ
る
な
ら
ば
、
事
実
の
性
質
（N

atur der Sache

）
ま
た
は
﹁
事
実
的
な
も
の
の
規
範
力
﹂
は
、
段
階
論
に
お
い
て

は
法
源
に
含
ま
れ
な
い
、
と
い
う
。

　

そ
し
て
こ
の
存
在
と
当
為
の
不
�
致
に
つ
い
て
、
根
本
規
範
の
性
質
が
問
題
と
な
る
、
と
い
う
。

　

ケ
ル
ゼ
ン
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
考
え
る
。

　

実
定
法
規
範
が
当
為
の
構
成
と
し
て
の
意
思
行
為
と
し
て
記
述
さ
れ
る
�
方
、
法
秩
序
自
身
の
最
高
の
妥
当
根
拠
は
意
志
行
為
に
よ
っ
て

定
め
ら
れ
な
い
。
最
終
的
規
範
論
理
的
妥
当
根
拠
は
た
だ
思
考
行
為
と
し
て
の
み
前
提
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
根
本
規
範
は
た
ん
な
る
仮
定

二
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と
し
て
把
握
さ
れ
る
。

　

根
本
規
範
は
、
も
っ
ぱ
ら
最
高
の
法
制
定
権
限
の
仮
定
的
制
定
で
あ
る
。
こ
の
特
性
に
お
い
て
、
根
本
規
範
は
、
同
時
に
純
粋
法
学
を
特

徴
づ
け
る
価
値
相
対
主
義
の
理
論
的
表
現
に
な
る
。
根
本
規
範
テ
ー
ゼ
は
、
法
秩
序
に
制
限
さ
れ
た
妥
当
を
認
め
る
。
そ
し
て
そ
れ
と
と
も

に
、
妥
当
問
題
は
最
終
的
に
未
解
決
の
ま
ま
と
ど
ま
る
。

　

純
粋
規
範
論
理
的
な
純
粋
法
学
の
体
系
は
、
根
本
規
範
的
公
式
化
（G

rundnorm
form

ulierung

）
に
お
け
る
事
実
的
な
効
果
要
素
の

受
け
入
れ
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
な
い
。
法
秩
序
の
妥
当
と
実
行
性
（W

irksam
keit

）
は
厳
格
に
分
離
さ
れ
る
か
ら
。

　

実
行
性
は
妥
当
の
た
ん
な
る
条
件
で
あ
っ
て
そ
の
構
成
要
素
で
は
な
い
。
規
範
的
妥
当
性
は
演
繹
的
方
法
の
基
礎
で
あ
る
が
、
法
秩
序
の

実
行
性
は
、
帰
納
的
方
法
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
る
。

　

段
階
論
の
主
張
は
最
後
に
す
べ
て
の
法
生
産
段
階
は
自
主
的
裁
量
決
定
権
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

根
本
規
範
か
ら
生
じ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
法
体
系
の
発
展
の
継
続
に
お
い
て
、条
件
づ
け
ら
れ
る
法
行
為
を
条
件
付
け
る
規
範
の
素
材
は
、

つ
ね
に
決
定
権
の
範
囲
の
み
を
示
す
。
そ
れ
は
法
生
産
機
関
の
主
観
的
裁
量
を
限
界
づ
け
る
。
こ
の
範
囲
内
で
、
裁
量
が
自
由
に
展
開
さ
れ

る
。
そ
れ
は
規
範
的
法
的
基
準
に
お
い
て
で
は
な
く
て
、
規
律
す
べ
き
事
態
の
経
験
的
所
与
に
お
い
て
方
向
づ
け
ら
れ
る
。

　

段
階
構
造
論
は
、
自
主
的
決
定
権
の
領
域
に
お
い
て
、
規
範
的
法
秩
序
と
事
実
的
存
在
の
間
の
�
層
の
関
連
点
を
記
述
す
る
。

　

根
本
規
範
と
自
主
的
決
定
権
の
問
題
範
囲
は
、
限
界
上
の
み
な
ら
ず
、
同
時
に
規
範
的
法
科
学
と
説
明
的
社
会
科
学
の
間
の
関
連
点
を
指

示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
１
）　

黒
田
覚
﹁
法
的
段
階
説
と
自
然
法
﹂（
法
学
論
叢
�
七
巻
�
号
）
四
�
四
頁
以
下
。

（
２
）　

菅
野
喜
八
郎
﹁
憲
法
改
正
規
定
の
改
正⊖

法
段
階
説
に
つ
い
て
の
�
考
察
﹂（
法
学
�
�
巻
�
号
）
�
二
二
頁―

�
二
四
頁
。
難
解
な
メ
ル
ク
ル
の
著
書
の
問
題
点
を
的
確
に

二
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指
摘
し
、
平
明
な
言
葉
で
解
説
さ
れ
る
菅
野
教
授
の
力
量
に
敬
意
を
表
し
引
用
す
る
。

（
３
）　Jürgen B

ehrend, U
ntersuchungen zur Stufenbaulehre A

dolf M
erkls und H

ans K
elsens. S.51.
（
４
）　

ケ
ル
ゼ
ン
﹁
純
粋
法
学
﹂
横
田
訳
・
�
�
八
頁⊖

�
�
九
頁
。K

elsen, R
ein R

echtslehre, I A
ufl., S.84-85.

（
５
）　

高
橋
﹁
前
掲
書
﹂
二
六
七
頁
。

（
６
）　

ケ
ル
ゼ
ン
﹁
�
般
国
家
学
﹂
清
宮
訳
四
�
�
頁―

四
�
六
頁
。 K

elsen,A
llgem

eine Staatslehre.S.249.

（
７
）　

ケ
ル
ゼ
ン
﹁
前
掲
書
﹂
四
�
六
頁
。

（
８
）　

ケ
ル
ゼ
ン
﹁
前
掲
書
﹂
四
�
六
頁―

四
�
七
頁
。

（
９
）　K

elsen, R
ein R

echtslehre, II A
ufl., S.228.

（
10
）　K

elsen, a.a.O
., S.240.

（
11
）　B

eherend, a.a.O
., S.56.

（
12
）　B

eherend, a.a.O
., S.60 ff.

（
13
）　B

eherend, a.a.O
., S.61 ff.

（
14
）　B

eherend, a.a.O
., S.82 ff.

（
15
）　B

eherend, a.a.O
., S.84.

（
16
）　B

eherend, a.a.O
., S.93 ff.

四　

根
本
規
範

１　

根
本
規
範
の
概
念

　

ケ
ル
ゼ
ン
の
段
階
説
に
お
け
る
根
本
規
範
の
観
念
は
、
本
来
段
階
説
と
無
関
係
に
発
達
し
た
も
の
で
あ
る
。
ケ
ル
ゼ
ン
は
す
で
に
�
九
�

四
年
の
論
文
﹁
オ
ー
ス
ト
リ
ア
帝
国
憲
法
に
お
け
る
帝
国
法
律
と
邦
法
律
﹂
に
お
い
て
、
法
規
範
の
統
�
を
基
礎
づ
け
る
前
提
と
し
て
こ
れ

二
〇
五
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を
考
え
て
い
た
。
し
か
し
フ
ェ
ア
ド
ロ
ス
、
ピ
タ
ミ
ッ
ク
ら
の
学
説
の
影
響
を
受
け
、
こ
れ
を
段
階
説
と
結
合
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ

を
基
礎
づ
け
よ
う
と
こ
こ
ろ
み
、
こ
れ
に
よ
り
段
階
説
に
特
殊
の
色
彩
を
与
え
て
い
る）

1
（

。

（
１
）　

根
本
規
範
と
原
始
契
約

　

根
本
規
範
ま
た
は
法
論
理
的
意
味
に
お
け
る
憲
法
の
概
念
は
、
あ
る
程
度
ま
で
、
自
然
法
説
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
、
国
家
を
最
初
に

構
成
す
る
原
始
契
約
（U

rvertrag

）
ま
た
は
社
会
契
約
の
概
念
に
対
応
す
る
。

　

統
�
的
前
提
へ
の
同
じ
理
論
的
要
求
が
、
自
然
法
説
で
は
原
始
契
約
に
導
く
よ
う
に
、
ケ
ル
ゼ
ン
学
説
で
は
必
然
的
に
根
本
規
範
に
導
く

の
で
あ
る
。

　

原
始
契
約
の
概
念
は
、
根
本
に
お
い
て
は
、
根
本
規
範
と
同
じ
く
、
法
秩
序
の
統
�
的
前
提
に
対
す
る
理
論
的
要
求
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ

っ
て
多
様
な
る
国
家
的
法
行
為
の
中
に
、
国
家
的
秩
序
の
統
�
が
基
礎
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
純
粋
事
実
的
な
勢
力
関
係
が
法
的
関
係
と

し
て
、
理
解
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
社
会
的
共
同
社
会
を
つ
く
る
構
成
員
の
拘
束
が
基
礎
づ
け
ら
れ
る
最
初
の
規
範
的
前
提
を
契
約

と
し
た
こ
と
は
、
規
範
の
妥
当
性
、
す
べ
て
の
規
範
的
拘
束
力
を
個
人
の
意
志
に
お
い
て
の
み
最
後
に
正
当
づ
け
ん
と
す
る
個
人
主
義
的
観

念
で
あ
る）

2
（

。

　

根
本
規
範
は
な
ん
ら
の
内
容
も
も
つ
こ
と
が
で
き
な
い
。
ア
プ
リ
オ
リ
に
�
般
内
容
を
持
た
な
い
も
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
素
材
を
調
整
す

る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
素
材
を
統
�
的
に
説
明
す
る
こ
と
が
、
そ
の
規
範
の
機
能
で
あ
る
の
に
反
し
、
自
然
法
の
原
始
契
約
は
、
あ
る
場
合

に
は
専
制
君
主
を
他
の
場
合
に
は
、
国
民
を
最
高
の
規
範
設
定
機
関
に
任
命
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
絶
対
的
内
容
を
仮
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

根
本
規
範
か
ら
出
發
し
て
、
国
家
的
法
行
為
の
多
元
性
に
お
け
る
国
家
的
秩
序
の
統
�
が
基
礎
づ
け
ら
れ
、
純
粋
に
事
実
的
な
実
力
関
係

が
、
法
関
係
と
し
て
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

二
〇
五
八



（　
　
　
　

）

ケ
ル
ゼ
ン
の
法
秩
序
段
階
構
造
論

同
志
社
法
学　

六
四
巻
七
号�

三三


　

規
範
の
妥
当
性
が
、
こ
の
妥
当
性
の
最
後
の
根
拠
と
し
て
唯
�
の
規
範
に
還
元
さ
れ
う
る
と
き
に
、
多
数
の
規
範
は
�
つ
の
統
�
、
�
つ

の
体
系
、
�
つ
の
秩
序
を
形
成
す
る
。
こ
の
根
本
規
範
（G

rundnorm

）
は
、
共
同
の
淵
源
と
し
て
、
�
つ
の
秩
序
を
形
成
す
る
多
数
の

規
範
の
全
体
の
間
に
統
�
を
構
成
す
る
。
根
本
規
範
の
種
類
に
従
っ
て
、
二
つ
の
異
な
つ
た
種
類
の
秩
序
（
規
範
体
系
）
が
区
別
さ
れ
る
。

（
２
）　

道
徳
規
範
体
系
と
法
規
範
体
系

　

道
徳
規
範
も
法
規
範
も
体
系
を
つ
く
り
そ
れ
ぞ
れ
の
内
部
に
は
秩
序
が
あ
り
、
規
範
の
整
合
が
あ
る
。
し
か
し
道
徳
規
範
は
相
互
に
上
位

下
位
の
関
係
で
む
す
び
つ
い
て
い
る
の
で
は
な
く
、
唯
�
最
高
の
規
範
、
た
と
え
ば
﹁
他
人
を
愛
せ
よ
﹂﹁
己
れ
の
慾
せ
ざ
る
所
、
人
に
施

す
こ
と
な
か
れ
﹂（
論
語
）
あ
る
い
は
﹁
君
の
意
志
の
格
律
が
、
い
つ
も
同
時
に
普
遍
的
立
法
の
原
理
と
し
て
妥
当
す
る
よ
う
に
行
為
せ
よ
﹂

（
カ
ン
ト
）
な
ど
に
基
づ
い
て
正
し
い
道
徳
的
価
値
判
断
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
、
個
々
の
規
範
は
そ
の
具
体
化
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
構

造
を
も
っ
て
い
る
。

　

道
徳
秩
序
は
構
造
的
に
は
静
態
的
で
最
高
規
範
の
規
範
内
容
に
は
�
切
の
個
別
道
徳
規
範
が
包
含
さ
れ
て
い
る
。

　

法
秩
序
の
場
合
に
は
、
構
造
的
に
は
動
態
的
で
あ
っ
て
、
個
々
の
法
規
範
は
、
上
位
法
規
範
に
基
づ
い
て
創
設
さ
れ
、
こ
の
よ
う
に
し
て

上
位
法
規
範
を
執
行
し
、
ま
た
み
ず
か
ら
下
位
規
範
創
設
の
根
拠
と
な
る
。
法
秩
序
の
こ
の
動
態
性
は
、
法
秩
序
の
独
特
の
性
格
と
言
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い）

3
（

。

　

実
定
法
秩
序
の
根
本
規
範
は
、
法
秩
序
の
規
範
が
そ
れ
に
従
っ
て
設
定
さ
れ
る
根
本
規
則
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
法
設
定
の
根

本
的
要
件
事
実
の
指
定
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
手
続
の
出
発
点
で
あ
り
、
全
く
形
式
的
、
動
的
性
格
を
有
す
る
。

　

根
本
規
範
は
法
素
材
を
い
や
し
く
も
実
定
的
に
把
捉
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
必
然
的
な
前
提
を
表
示
す
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
根
本
規
範

は
手
続
に
お
い
て
設
定
さ
れ
る
の
で
な
い
か
ら
、
実
定
的
の
法
規
範
と
し
て
妥
当
す
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
定
立
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な

二
〇
五
九
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く
て
、
前
提
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
�
切
の
法
定
立
の
要
件
と
し
て
、
�
切
の
実
定
法
手
続
の
要
件
と
し
て
、
前
提
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る）

4
（

。

　

高
橋
教
授
は
同
じ
こ
と
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
す
る）

5
（

。

　
﹁
実
定
法
の
最
高
段
階
に
属
す
る
憲
法
を
創
設
す
る
憲
法
定
立
権
威
の
行
為
は
結
局
、
赤
裸
々
な
事
実
で
あ
っ
て
、
い
か
な
る
規
範
的
着

装
を
も
付
け
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
こ
う
し
た
規
範
論
理
的
に
裸
な
憲
法
定
立
行
為
を
法
的
な
も
の
と
し
て
把
握
す
る

た
め
に
、
自
ら
は
要
件
と
な
ら
ず
﹃
純
粋
に
﹄
規
範
た
る
地
位
を
要
求
す
る
根
本
規
範
を
仮
設
す
る
（
こ
れ
は
純
粋

0

0

に
規
範
的
な
も
の
で
あ

る
か
ら
、
定
立
行
為
を
俟
た
ず
に
思
惟
に
お
い
て
前
提
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
意
欲
者
と
い
う
相
関
者
を
欠
い
た
規
範
で
あ
る
）﹂。

　

根
本
規
範
の
仮
定
性
に
つ
い
て
ロ
ベ
ル
ト
・
ワ
ル
タ
ー
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う）

6
（

。

　
﹁
実
効
的
実
定
的
強
制
秩
序
を
当
為
秩
序
と
し
て
、
規
範
秩
序
と
し
て
説
明
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
仮
定
が
根
本
規
範
で
あ
る
。
規
範

的
説
明
を
可
能
に
す
る
の
が
根
本
規
範
の
本
質
的
機
能
で
あ
る
。
根
本
規
範
の
仮
定
が
認
識
対
象
の
規
範
性
を
生
み
出
す
の
で
あ
る
。

　

根
本
規
範
は
た
だ
�
つ
の
秩
序
だ
け
を
前
提
と
す
る
。
そ
し
て
そ
の
秩
序
は
確
実
な
特
性
を
も
つ
。
そ
れ
は
規
則
的
に
実
効
的
で
あ
ら
ね

ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
た
と
え
す
べ
て
の
場
合
に
お
い
て
で
な
く
と
も
全
体
と
し
て
、
適
用
さ
れ
、
か
つ
従
わ
れ
る
。
そ
の
秩

序
は
実
定
す
な
わ
ち
、
人
間
の
法
（M

enschengesetzt

）
に
よ
っ
て
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
強
制
秩
序
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
当
為⊖

服
従
（Sollen-F

olge

）
と
し
て
の
強
制
を
規
律
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂。

　

菅
野
教
授
は
ケ
ル
ゼ
ン
の
学
説
を
丹
念
に
検
討
し
﹁
根
本
規
範
と
は
、
そ
れ
を
通
じ
て
憲
法
が
出
現
す
る
と
こ
ろ
の
慣
行
或
い
は
�
定
の

人
間
に
よ
っ
て
意
識
的
に
定
立
さ
れ
た
憲
法
制
定
行
為
が
客
観
的
に
法
創
設
要
件
事
実
と
解
釈
さ
れ
る
（gedeutet w

erden

）
際
・
・
・

前
提
さ
れ
る
規
範
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
根
本
規
範
は
法
創
設
の
基
本
要
件
事
実
の
指
定
（die E

insetzung des 

G
rundtatbestandes der R

echtserzeugung

）
で
あ
り
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
そ
れ
は
実
定
法
的
意
味
に
お
け
る
憲
法
と
区
別
し
て
法

二
〇
六
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論
理
的
意
味
の
憲
法
と
な
づ
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
﹂
と
い
い
、﹁
そ
れ
自
体
定
立
さ
れ
た
法
、
慣
行
或
は
法
機
関
の
行
為
に
よ
っ
て
定

立
さ
れ
た
法
、
即
ち
実
定
法
で
は
な
い
﹂
と
説
明
す
る）

7
（

。

　

そ
し
て
本
来
、
根
本
規
範
は
﹁
そ
れ
を
媒
介
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、︹
始
め
て
︺
憲
法⊖

制
定
と
解
釈
さ
れ
う
る
行
為
が
客
観
的
に
も
妥

当
す
る
規
範
の
定
立
行
為
と
、
そ
し
て
こ
の
行
為
を
な
す
人
々
を
憲
法
制
定
者
と
み
な
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
規
範
（R

 R
L

II S.47

）
な
の

だ
か
ら
、
根
本
規
範
は
、
特
定
の
実
定
法
を
出
発
点
と
し
て
求
め
ら
れ
た
﹃
歴
史
的
に
最
初
の
憲
法
﹄
を
現
実
に
裁
可
或
い
は
審
議
可
決
し

た
特
定
の
個
人
も
し
く
は
複
数
の
人
間
の
、
憲
法
制
定
と
解
さ
れ
る
意
志
行
為
の
主
観
的
意
味
（
当
為
要
求
）
に
し
た
が
っ
て
行
動
せ
よ
、

換
言
す
れ
ば
、
そ
の
意
志
行
為
に
お
い
て
表
明
さ
れ
た
命
令
に
従
っ
て
行
動
せ
よ
、
と
い
っ
た
趣
旨
以
外
の
内
容
を
も
ち
え
な
い
は
ず
で
あ

る
﹂
と
い
う）

8
（

。

　
﹁
ケ
ル
ゼ
ン
の
根
本
規
範
は
そ
の
下
に
立
つ
実
定
憲
法
へ
の
服
従
を
命
ず
る
に
止
ま
る
も
の
だ
か
ら
、
根
本
規
範
そ
れ
自
体
が
憲
法
改
正

の
限
界
と
な
る
と
い
っ
た
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
﹂
と
い
う）

9
（

。

　

規
範
は
他
の
規
範
か
ら
の
み
派
生
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
存
在
か
ら
派
生
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
立
場
か
ら
は
、
憲
法
は
憲
法

制
定
権
者
の
意
志
に
よ
り
制
定
さ
れ
る
と
い
う
主
張
は
で
き
な
く
な
る
。
憲
法
は
憲
法
の
上
に
あ
る
法
規
範
か
ら
派
生
さ
れ
る
の
で
あ
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
と
、
憲
法
の
上
位
規
範
を
想
定
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。

　

ケ
ル
ゼ
ン
は
、
神
ま
た
は
自
然
の
よ
う
な
歴
史
的
に
最
初
の
実
定
法
的
憲
法
の
上
に
存
在
す
る
よ
り
高
い
法
権
威
の
承
認
を
拒
否
し
て
、

あ
る
意
志
行
為
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
な
く
て
、
法
学
的
思
考
に
お
い
て
仮
定
さ
れ
る
根
本
規
範
の
存
在
を
主
張
す
る
。
そ
れ
は
意
志
に
よ
っ

て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
な
く
、
単
に
考
え
ら
れ
た
規
範
で
あ
り
、
実
定
法
の
規
範
で
は
な
い
。

　

根
本
規
範
は
単
に
妥
当
根
拠
を
決
定
す
る
だ
け
で
、
実
定
法
の
妥
当
内
容
を
決
定
し
な
い
。
こ
の
妥
当
根
拠
は
妥
当
内
容
か
ら
完
全
に
独

立
し
て
い
る
。

二
〇
六
一



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
四
巻
七
号�

三
六

ケ
ル
ゼ
ン
の
法
秩
序
段
階
構
造
論

　

ケ
ル
ゼ
ン
の
主
張
す
る
の
は
動
的
規
範
体
系
で
あ
る
。
自
然
法
体
系
は
静
的
規
範
体
系
で
あ
っ
て
、
そ
の
最
高
規
範
に
妥
当
根
拠
の
み
な

ら
ず
妥
当
内
容
も
帰
せ
ら
れ
る
。
こ
の
タ
イ
プ
の
秩
序
の
す
べ
て
の
規
範
は
、
前
提
と
な
っ
て
い
て
最
高
位
の
規
範
の
内
容
の
中
に
す
で
に

ふ
く
ま
れ
て
い
る
の
で
、そ
れ
か
ら
論
理
的
操
作
の
方
法
に
お
い
て
�
般
的
な
も
の
か
ら
特
殊
的
な
も
の
へ
と
推
論
に
よ
っ
て
演
繹
さ
れ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
ケ
ル
ゼ
ン
の
動
的
規
範
体
系
に
お
い
て
、
前
提
さ
れ
た
根
本
規
範
は
、
規
範
生
産
的
事
実
の
制
定
以
外
の
な
に
も
の
も
含

ん
で
い
な
い
。
全
体
の
規
範
は
、
そ
れ
が
�
般
的
で
あ
れ
、
個
別
的
な
仕
方
で
あ
れ
、
意
志
行
為
の
上
に
依
拠
し
て
お
り
、
そ
し
て
あ
る
法

秩
序
の
最
高
の
規
範
制
定
的
法
権
威
を
超
え
て
超
実
定
的
、
超
越
的
法
制
定
審
級
は
み
と
め
ら
れ
な
い
。
そ
の
時
ど
き
の
、
あ
る
法
秩
序
に

国
家
秩
序
の
憲
法
制
定
権
威
を
委
任
す
る
規
範
を
前
提
す
る
こ
と
だ
け
が
残
っ
て
い
る
。

　

法
の
自
己
生
産
を
客
観
的
法
と
主
観
的
裁
量
事
実
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
過
程
と
基
礎
づ
け
る
こ
と
は
、
動
的
規
範
体
系
と
し
て
認
識
さ

れ
る
法
秩
序
の
根
本
規
範
に
と
っ
て
独
占
的
な
作
用
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
法
規
範
は
、
そ
の
内
容
が
、
根
本
規
範
か
ら
、
論
理
的
展
開

に
よ
っ
て
演
繹
さ
れ
う
る
か
ら
妥
当
す
る
の
で
は
な
く
て
、
そ
れ
は
、
前
提
と
さ
れ
る
根
本
規
範
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
仕
方
に
お
い
て
、

生
産
さ
れ
る
と
い
う
根
拠
か
ら
だ
け
妥
当
す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
ケ
ル
ゼ
ン
は
純
粋
法
学
の
基
本
的
認
識
か
ら
﹁
す
べ
て
の
任
意
の
内
容

が
法
と
な
り
う
る
﹂
と
い
う
。
根
本
規
範
は
そ
れ
と
と
も
に
純
粋
法
学
に
内
在
す
る
そ
し
て
そ
れ
に
標
準
的
に
刻
印
を
つ
け
ら
れ
た
価
値
相

対
主
義
の
理
論
的
表
現
で
あ
る
。
こ
の
憲
法
が
い
か
な
る
内
容
を
も
ち
そ
し
て
そ
の
基
礎
に
築
か
れ
る
国
家
法
秩
序
が
い
か
な
る
内
容
を
も

つ
か
、
こ
の
秩
序
が
正
し
い
か
ま
た
は
正
し
く
な
い
か
は
そ
の
際
問
題
と
な
ら
な
い
。
こ
の
法
秩
序
が
事
実
的
に
相
対
的
な
平
和
状
況

（F
riedeenszustand

）
を
そ
れ
を
通
じ
て
構
成
さ
れ
る
共
同
社
会
の
内
部
に
保
障
さ
れ
る
か
ど
う
か
も
問
題
で
は
な
い
。

　

法
生
産
の
根
本
的
要
件
事
実
の
制
定
と
し
て
前
提
さ
れ
た
仮
定
的
根
本
規
範
を
、
ケ
ル
ゼ
ン
は
フ
ェ
ア
ド
ロ
ス
に
つ
づ
い
て
﹁
法
論
理
的

意
味
に
お
け
る
憲
法
﹂
あ
る
い
は
﹁
超
論
理
的
意
味
に
お
け
る
憲
法
﹂
と
名
付
け
て
い
る
。

　

実
定
法
生
産
の
手
続
の
法
論
理
的
出
発
点
と
し
て
、
根
本
規
範
は
、
法
秩
序
の
規
範
的
意
味
に
お
け
る
憲
法
と
し
て
、
多
数
の
法
現
象
を

二
〇
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論
理
的
に
統
�
す
る
。
根
本
規
範
の
作
用
は
、
意
味
深
い
す
な
わ
ち
矛
盾
の
な
い
秩
序
に
経
験
的
素
材
を
形
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
根
本
規

範
は
、
す
べ
て
の
�
ま
た
は
同
�
の
法
秩
序
に
属
す
る
規
範
の
妥
当
根
拠
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
は
そ
の
規
範
の
多
元
性
に
お
け
る
統
�
性
を

構
成
す
る
。
根
本
規
範
は
、
そ
れ
と
と
も
に
、
最
後
の
そ
の
機
構
に
お
い
て
閉
鎖
さ
れ
た
規
範
階
層
と
し
て
記
述
さ
れ
る
法
秩
序
の
最
後
の

要
石
な
い
し
は
礎
石
と
な
る）
₁₀
（

。

２　

根
本
規
範
論
の
循
環
論
理

　

ヘ
ル
ッ
オ
ー
ク
（A

.H
erzog

）
は
ケ
ル
ゼ
ン
の
根
本
規
範
論
は
循
環
論
法
の
上
か
、F

iktion

の
上
に
た
て
ら
れ
て
い
る
、
と
批
判
す

る
）
₁₁
（

。

　

ヘ
ル
ッ
オ
ー
ク
は
根
本
規
範
を
帰
納
的
に
存
在
す
る
法
秩
序
か
ら
派
生
さ
せ
る
な
ら
ば
、
根
本
規
範
の
仮
定
は
、
存
在
す
る
法
秩
序
は
存

在
す
る
と
い
う
こ
と
以
外
を
意
味
し
な
い
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
は
循
環
論
法
で
あ
る
。

　

ま
た
根
本
規
範
を
そ
の
よ
う
な
帰
納
的
結
論
な
し
に
根
拠
づ
け
よ
う
と
す
れ
ば
、
他
の
規
範
か
ら
演
繹
す
る
こ
と
が
な
い
の
で
、
単
な
る

F
iktion

に
な
る
と
い
う
。
そ
れ
は
新
カ
ン
ト
派
の
﹁Sollen

はSollen

か
ら
生
じ
る
﹂
と
い
う
公
理
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
。

　

し
か
し
循
環
論
法
は
哲
学
に
お
い
て
は
む
し
ろ
体
系
と
名
付
け
う
る
も
の
の
必
然
的
属
性
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。

　

恒
藤
恭
教
授
も
根
本
規
範
の
循
環
論
理
を
肯
定
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う）
₁₂
（

。

　
﹁
法
理
的
見
地
に
お
い
て
は
、
或
る
国
家
に
お
け
る
最
高
の
立
法
機
関
の
制
定
す
る
規
範
が
法
律
と
し
て
妥
当
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
定

め
る
規
範
そ
の
者
の
法
的
妥
当
性
は
、
最
早
そ
の
規
範
以
外
の
規
範
に
遡
っ
て
之
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
、
思
惟
せ
ら
る
べ
き
で
あ

る
。
言
い
か
へ
る
と
、
こ
の
究
極
的
な
る
規
範
は
、
そ
れ
以
外
の
あ
ら
ゆ
る
規
範
の
妥
当
性
を
規
定
す
る
根
拠
を
、
自
己
み
ず
か
ら
の
裡
に

二
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三
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ケ
ル
ゼ
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法
秩
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階
構
造
論

蔵
す
る
も
の
と
、
見
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
・
・
・
・
等
の
規
範
が
法
的
妥
当
性
を
有
す
る
こ
と
を
、
Ａ
な
る
規
範
が
規
定

す
る
と
き
、
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
・
・
・
・
等
の
規
範
の
法
的
に
妥
当
す
る
所
以
は
、
Ａ
な
る
規
範
が
妥
当
す
る
か
ら
で
あ
る
が
、
Ａ
な
る
規
範
の

妥
当
す
る
所
以
は
、
そ
れ
が
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
・
・
・
・
等
の
規
範
を
し
て
妥
当
せ
し
め
能
ふ
か
ら
で
あ
る
と
説
明
す
る
の
は
、
明
ら
か
に
循
環

論
理
に
陥
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
か
よ
う
な
循
環
論
理
は
、
経
験
的
法
理
の
成
り
立
ち
得
る
た
め
の
根
本
前
提
で
あ
り
、
そ
れ
が
認
め
ら

れ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
経
験
的
法
理
の
発
展
す
る
全
過
程
は
、
根
底
無
き
も
の
と
し
て
崩
壊
す
る
外
は
な
い
﹂。
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